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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信ネットワーク（１００）に含まれ、ユーザ装置に関連する少なくとも１つの１
次追跡エリアの特定に使用する情報収集のためのデータ収集ネットワークノード（１３０
、１４０）における方法であって、
　追跡エリアアイデンティティを取得するステップ（２０５、２１０）と、
　前記取得した追跡エリアアイデンティティによって特定される追跡エリアの使用に関す
る情報を登録するステップ（２２０、２２５）と、
　前記取得した追跡エリアアイデンティティによって特定される前記追跡エリアに位置す
る前記ユーザ装置に対する測定値を決定するステップであって、前記ユーザ装置が当該追
跡エリアに位置する場合に前記ユーザ装置からページング応答を受信する可能性と、前記
追跡エリアの前記ユーザ装置によって費やされる時間と、前記ユーザ装置によって横断さ
れる前記追跡エリアの境界と、の少なくとも１つに前記測定値が基づく、前記測定値を決
定するステップと、
　前記測定値が閾値を超える場合に、少なくとも１つの１次追跡エリアのアイデンティテ
ィとして、前記追跡エリアアイデンティティを選択するステップと
を含み、
　前記データ収集ネットワークノードは、前記ユーザ装置の移動性を管理するネットワー
クノードを備え、
　前記取得した追跡エリアアイデンティティは、前記無線通信ネットワークにおいて無線
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ネットワークノードから受信されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記追跡エリアアイデンティティは、サービス又は追跡エリア更新要求若しくはページ
ング応答から、又は、共に取り出され、
　前記サービス又は追跡エリア更新要求若しくはページング応答のそれぞれ１つは、前記
データ収集ネットワークノード（１３０、１４０）によって送信可能であるか、又は、受
信可能であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記使用に関する情報は、セル滞在時間、追跡エリア滞在時間、ページング応答の数、
サービス要求、追跡エリア入域情報、追跡エリア境界越え情報、滞在セルのアイデンティ
ティ、及び訪問追跡エリアアイデンティティの少なくとも１つの情報項目に関する情報を
含むことを特徴とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記情報項目の少なくとも１つは、一日の異なる期間ごと、日ごと、週ごと、月ごと、
又は年ごとの少なくとも１つの時間期間へ区分されることを特徴とする請求項３に記載の
方法。
【請求項５】
　前記ステップ（２２０、２２５）において登録した前記情報を第１のネットワークノー
ド（１０１）へ送信するステップをさらに含み、
　前記第１のネットワークノード（１０１）は、前記無線通信ネットワーク（１００）に
含まれ、少なくとも１つの１次追跡エリアを選択するために前記登録した情報を使用する
ことを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記閾値は、前記ユーザ装置（１４０）が前記選択した追跡エリアアイデンティティの
前記追跡エリアに位置する場合にページング応答を受信する可能性、前記追跡エリアで該
ユーザ装置によって費やされる時間、追跡エリア入域情報、及び追跡エリア境界越え情報
の少なくとも１つに基づいて、予め設定されるか、又は、動的に決定されることを特徴と
する請求項１乃至５の何れか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記データ収集ネットワークノード（１３０）は、一時的に、前記ユーザ装置（１４０
）からの追跡エリア更新要求に応じて該ユーザ装置（１４０）に対して唯一１つの追跡エ
リアを割り当てることを特徴とする請求項１乃至６の何れか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記無線通信ネットワーク（１００）は、さらに、コアネットワークノード（１０１、
１３０）を含み、
　前記追跡エリアアイデンティティを選択する前記ステップは、前記ステップ（２２０、
２２５）において登録した前記情報に基づいて、１次追跡エリアを特定するために使用さ
れる前記追跡エリアアイデンティティを選択し、
　前記方法は、さらに、
　前記コアネットワークノード（１０１、１３０）へ前記追跡エリアアイデンティティを
送信するステップと
を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　コアネットワークノードを含む無線通信ネットワーク（１００）に含まれ、ユーザ装置
に関連する少なくとも１つの１次追跡エリアの特定に使用する情報収集のためのデータ収
集ネットワークノード（１３０、１４０）における装置であって、
　追跡エリアアイデンティティを取得する取得部（４２０）と、
　前記取得した追跡エリアアイデンティティによって特定される追跡エリアの使用に関す
る情報を登録し、前記登録した情報に基づき、少なくとも１つの１次追跡エリアのアイデ
ンティティとして、前記追跡エリアアイデンティティを選択し、前記追跡エリアアイデン
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ティティを前記コアネットワークノードへ送信し、前記登録した情報を前記コアネットワ
ークノードへ送信する処理部（４１０）と
を備え、
　前記データ収集ネットワークノードは前記ユーザ装置であり、
　前記少なくとも１つの１次追跡エリアのアイデンティティとして、前記追跡エリアアイ
デンティティを選択するために、前記データ収集ネットワークノードは、
　前記ユーザ装置における測定値であって、前記ユーザ装置が前記追跡エリアに位置する
場合に該ユーザ装置からページング応答を受信する可能性、前記追跡エリアで該ユーザ装
置によって費やされる時間、、前記ユーザ装置によって横断される前記追跡エリアの境界
の少なくとも１つに基づく前記測定値を決定し、
　前記測定値が閾値を超えると、前記１次追跡エリアを特定するために使用される前記追
跡エリアアイデンティティを選択するように構成されることを特徴とする装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は少なくとも１つの１次追跡エリアを設定および／または使用する方法および装
置、より詳細には少なくとも１つの１次追跡エリアとして使用する少なくとも１つの追跡
エリアを選択するコアネットワークノードにおける方法および装置、少なくとも１つの１
次追跡エリアの特定に使用する情報収集のためのデータ収集ネットワークノードにおける
方法および装置、およびユーザ装置をページングする第２のネットワークノードにおける
方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在の（位置／ルーティング／追跡）エリアの登録を使用して移動加入者の現在の所属
をセルラーネットワークに通知する。この情報は加入者ユーザ装置（ＵＥ、user equipme
nt）のページングに使用するセル数の制限に使用する。登録がなければ、全てのセルをペ
ージングしなければならず、後者の手法は共通尺度を持たない。他方登録は信号負荷をも
引き起こす。これはネットワークが登録とページング負荷間でバランスするようにしなけ
ればならないことを意味する。
【０００３】
　エボルブドパケットシステムのための第３世代パートナシッププロジェクト（３ＧＰＰ
　ＥＰＳ、3rd Generation Partnership Project for Evolved Packet System、即ちシス
テム構成のエボリューション／ロングタームエボリューション、System Architecture Ev
olution/Long Term Evolution、ＳＡＥ／ＬＴＥ）システムは、ネットワークに登録する
時期に関する個々の情報（複数の追跡エリアアイデンティティ(ＴＡＩｓ（tracking area
 identities）)を含むことができる所謂追跡エリア（ＴＡ、Tracking Area）リスト）を
ユーザ装置に提供する可能性を招来する。ネットワークはＴＡリストにある全ての追跡エ
リアのユーザ装置をページングするであろう。従ってユーザ装置がＴＡリストの追跡エリ
ア間を移動する限り、その新位置をネットワーク（例えば追跡エリア更新の実行により）
に通知する必要はない。ＴＡＩｓのこのリストは時にＴＡリストと呼び、時にＴＡＩリス
トと呼ぶことに注意されたい。移動性管理エンティティ（ＭＭＥ、mobility management 
entity）は所属（ATTACH）、追跡エリア更新（ＴＡＵ、Tracking Area Update ）および
ＧＵＴＩ（Global Unique Temporary Identity、グローバルに固有の一時的アイデンティ
ティ）再割り当てのような幾つかのＥＭＭ（ＥＰＳ Mobility Management）手順に関する
新ＴＡリストをユーザ装置に割り当てることができる。ＧＵＴI再割り当て手順は通常別
の移動性管理手順と関連して、例えばＴＡＵまたは所属手順の一部として実行するが、原
理的にはユーザ装置がＥＭＭ－登録状態にある間（即ちＵＥにＥＭＭコンテキストがある
場合）に随時実行することができることに注意されたい。これはユーザ装置がＥＭＭ－登
録状態にある間は随時ＭＭＥが新ＴＡリストをユーザ装置に割り当てることができること
を意味する。
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【０００４】
　登録（追跡エリア更新）およびページング双方の過剰な信号はシステム信号負荷の原因
となる。それ故ネットワークにおける信号負荷を削減する解決策を見つける必要がある。
信号負荷を削減すれば、ネットワークノードコストも減少する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は追跡エリア更新要求および／またはページングによる無線通信ネットワ
ークにおける負荷を削減する方法および装置の提供である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の態様によれば、ユーザ装置に関連する少なくとも１つの１次追跡エリアの特定
に使用する情報収集のための移動性管理エンティティまたはユーザ装置のようなデータ収
集ネットワークノードにおける方法により、本目的を達成する。ＥＰＳのような無線通信
ネットワークはデータ収集ネットワークノードを含む。あるステップで、データ収集ネッ
トワークノードは追跡エリアアイデンティティを取得する。別のステップで、データ収集
ネットワークノードは取得追跡エリアアイデンティティにより特定する追跡エリアの使用
に関する情報を登録する。
【０００７】
　本発明の別の態様によれば、ユーザ装置に関連する少なくとも１つの１次追跡エリアの
特定に使用する情報収集のためのデータ収集ネットワークノードにおける装置により、本
目的を達成する。ＥＰＳのような無線通信ネットワークはデータ収集ネットワークノード
を含む。装置は好ましくはサービスまたは追跡エリア更新要求若しくはページング応答か
ら（または以上に関して）追跡エリアアイデンティティを取得するようにする取得部を含
み、サービスまたは追跡エリア更新要求若しくはページング応答のそれぞれ１つはデータ
収集ネットワークノードにより送信可能であるか、または受信する。さらにその上、装置
は取得追跡エリアアイデンティティにより特定する追跡エリアの使用に関する情報を登録
するようにする登録部（または処理部）を含む。
【０００８】
　本発明のさらなる態様によれば、ユーザ装置の少なくとも１つの１次追跡エリアとして
使用する少なくとも１つの追跡エリアアイデンティティの選択のためのホーム加入者サー
バまたは移動性管理エンティティのようなコアネットワークノードにおける方法により、
本目的を達成する。無線通信ネットワークはコアネットワークノードおよびユーザ装置を
含む。あるステップで、コアネットワークノードはユーザ装置の少なくとも１つの追跡エ
リアに関する情報を取得する。別のステップで、コアネットワークノードは少なくとも１
つの追跡エリアに位置するユーザ装置の測定値を決定する。測定値はユーザ装置が追跡エ
リアに位置すればユーザ装置からのページング応答受信確率、ユーザ装置が追跡エリアで
費やす時間およびユーザ装置による追跡エリア境界越え情報の１つ以上に基づく。別のス
テップでコアネットワークノードは、測定値が閾値を超えれば１次追跡エリアとして使用
する前記少なくとも１つの追跡エリアアイデンティティを選択する。
【０００９】
　本発明のさらに別の態様によれば、ユーザ装置の少なくとも１つの１次追跡エリアとし
て使用する少なくとも１つの追跡エリアアイデンティティの選択のためのＨＳＳ（Home S
ubscriber Server）またはＭＭＥのようなコアネットワークノードにおける装置により、
本目的を達成する。無線通信ネットワークはコアネットワークノードおよびユーザ装置を
含む。装置はユーザ装置の追跡エリアに関する情報を取得するようにする取得部即ち受信
部を含む。さらにその上、装置は追跡エリアに位置するユーザ装置の測定値を決定するよ
うにする処理部または決定部を含み、測定値はユーザ装置が追跡エリアに位置すればユー
ザ装置からのページング応答受信確率、ユーザ装置が追跡エリアで費やす時間およびユー
ザ装置による追跡エリア境界越え情報の１つ以上に基づく。処理部は、測定値が第１の閾
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値を超えれば１次追跡エリアとして使用する前記少なくとも１つの追跡エリアアイデンテ
ィティを選択（または特定）するようにさらにする。
【００１０】
　本発明のなおさらなる態様によれば、ユーザ装置をページングする移動性管理エンティ
ティのような第２のネットワークノードにおける方法により、本目的を達成する。第２の
ネットワークノードは追跡エリアアイデンティティリストを管理し、リストは少なくとも
１つの１次追跡エリアを特定する少なくとも１つの追跡エリアアイデンティティを含む。
前記追跡エリアアイデンティティおよび前記少なくとも１つの１次追跡エリアにより特定
する追跡エリアのそれぞれは第３の無線ネットワークノードによりサービスを提供する少
なくとも１つのセルに関連する。第３の無線ネットワークノードは第２のネットワークノ
ードにより管理する。無線通信ネットワークは第２のネットワークノード、第３の無線ネ
ットワークノードおよびユーザ装置を含む。あるステップで、第２のネットワークノード
は前記少なくとも１つの１次追跡エリアに関連する少なくとも１つのセルのユーザ装置を
ページングする。前記少なくとも１つの１次追跡エリアに関連する前記少なくとも１つの
セルのユーザ装置をページングするステップにより駆動し、ユーザ装置から応答を受信し
なければ、その場合第２のネットワークノードは追跡エリアアイデンティティリストの追
跡エリアアイデンティティの中で選択追跡エリアアイデンティティセットに関連するセル
のユーザ装置をページングする。
【００１１】
　本発明のその上さらなる態様によれば、ユーザ装置をページングするＭＭＥのような第
２のネットワークノードにおける装置により、本目的を達成する。第２のネットワークノ
ードは追跡エリアアイデンティティリストを管理し、リストは少なくとも１つの１次追跡
エリアを特定する少なくとも１つの追跡エリアアイデンティティを含む。前記追跡エリア
アイデンティティおよび前記少なくとも１つの１次追跡エリアアイデンティティにより特
定する追跡エリアのそれぞれは第３の無線ネットワークノードによりサービスを提供する
少なくとも１つのセルに関連する。第３の無線ネットワークノードは第２のネットワーク
ノードにより管理する。無線通信ネットワークは第２のネットワークノード、第３の無線
ネットワークノードおよびユーザ装置を含む。装置は前記少なくとも１つの１次追跡エリ
アアイデンティティに関連する少なくとも１つのセルのユーザ装置をページングするよう
にするページング部（または処理部）を含む。その上、前記少なくとも１つの１次追跡エ
リアアイデンティティに関連する前記少なくとも１つのセルのユーザ装置のページングに
より駆動し、ユーザ装置から応答を受信しなければ、ページング部は追跡エリアアイデン
ティティセットに関連するセルのユーザ装置をページングするようにさらにすることがで
きる。追跡エリアアイデンティティセットは追跡エリアアイデンティティリストの追跡エ
リアアイデンティティの中で選択する。
【００１２】
　本発明の考えは、ロングタームまたは準ロングターム統計を使用して、以後１次追跡エ
リアと呼ぶ特別な「状態」または１次追跡エリア特定情報を有する少なくとも１つの追跡
エリアを特定し、選択することである。ユーザ装置がこの１次追跡エリア（単数または複
数）内またはその近くに位置する場合、前記少なくとも１つの１次追跡エリアを特に有益
な方法で利用することができる。追跡エリアの選択機会は、例えばユーザ装置の動きまた
は電源投入によりユーザ装置がネットワークから新追跡エリアリストを必要とする場合で
ある。従って本解決策は、追跡エリア選択機会とは独立に、追跡エリア選択機会の間にデ
ータ構造を使用し、繰り返し再使用することができる少なくとも１つの１次追跡エリアの
形におけるようなデータ構造を計算する。
【００１３】
　１次追跡エリアはユーザ装置が位置し、好ましくは比較的高い確率によりその追跡エリ
アに位置するであろう追跡エリアを示すので、１次追跡エリアにおけるユーザ装置のペー
ジングは明確なページング応答を得ることに最もなりやすいであろう。ユーザ装置の１次
追跡エリアに関する使用情報は移動性管理エンティティまたはユーザ装置のようなデータ
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収集ネットワークノードにより収集することができる。１次追跡エリアの選択は使用に関
する収集情報に基づく。１次追跡エリアであると考えない他の追跡エリアは、明確なペー
ジング応答を受信しない場合にのみページングする。結果として、より少ない追跡エリア
のページングを必要とし、より少ない追跡エリア更新要求の送信を必要とし、これにより
ページングの総体的信号負荷の削減および従って干渉の削減を生む。
【００１４】
　有利には追跡エリア更新手順およびページング手順のために通信デバイス即ちユーザ装
置とＭＭＥのような第２のネットワークノード間の信号手順への変更なく、ＥＰＳネット
ワークのような既存無線通信システムにおいて、本解決策を実装することができる。
【００１５】
　本発明のさらなる特徴および利点は以下の説明を検討すれば明らかになろう。当業者は
本発明の種々の特徴を組み合わせて以下に説明するもの以外の実施形態を作成できる。
【００１６】
　その特定の特徴および利点を含む本発明の種々の態様は以下の詳細な説明および添付す
る図面から容易に理解されよう。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
　本発明は、添付の図面を参照して以下でより詳細に説明される。
【図１】本発明を適用することができる概要例示システムを示す。
【図２】図１によるシステムにおいて実行する方法の実施形態の概要結合信号およびフロ
ーチャートを示す。
【図３】第２のネットワークノードと第３の無線ネットワークノード間の送信メッセージ
の概要信号図を示す。
【図４】データ収集ネットワークノードにおける方法の実施形態の概要フローチャートを
示す。
【図５】データ収集ネットワークノードにおける装置の実施形態の概要ブロック図を示す
。
【図６】コアネットワークノードにおける方法の実施形態の概要フローチャートを示す。
【図７】コアネットワークノードにおける装置の実施形態の概要ブロック図を示す。
【図８】第２のネットワークノードにおける方法の実施形態の概要フローチャートを示す
。
【図９】第２のネットワークノードにおける装置の実施形態の概要ブロック図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下の説明を通して、適用可能な場合類似の要素、部分、項目または特徴を表すのに、
類似の参照番号を使用した。
【００１９】
　表現「ユーザ装置」は制限しないが、移動端末、移動電話機、パーソナルディジタルア
シスタント、移動局、適する通信機を備えるポータブルコンピュータ、適する通信機を備
える据え置きコンピュータおよび同類を含むことが注目されよう。
【００２０】
　図１は無線通信ネットワーク１００の概要全体像を示す。無線通信ネットワーク１００
はＨＳＳ１０１（第１のネットワークノード）、ＭＭＥ１３０、１３１（第２のネットワ
ークノード）、第３の無線ネットワークノード１２０，１２１、１２２およびユーザ装置
１４０を含む。無線基地局ネットワークノードのような第３の無線ネットワークノード１
２０，１２１、１２２はＭＭＥ１３０、１３１によりサービスの提供を受ける。各無線基
地局ネットワークノード１２０、１２１、１２２は少なくとも１つのセル１１０、１１１
、１１２と関連する。さらにその上、追跡エリア特定情報（または追跡エリアのアイデン
ティティとも呼ぶ）は少なくとも１つのセル１１０、１１１、１１２と関連する。第１お
よび第２のネットワークノード１０１、１３０はコアネットワークノード１０１、１３０
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に含むことができる。従って以下でコアネットワークノードを参照する場合、表現「コア
ネットワークノード」は第１および第２のネットワークノード１０１、１３０の何れか１
つを意味すると理解すべきである。その上、データ収集ノードは第２のネットワークノー
ドおよびユーザ装置の何れか１つを含むことができる。
【００２１】
　図２を参照すると、１次追跡エリア特定情報として使用する少なくとも１つの追跡エリ
アまたは追跡エリア特定情報を特定する無線通信ネットワーク１００における方法のフロ
ーチャートと信号伝達とを結合して示す。
【００２２】
　２０５　ステップ２０５で、ＵＥはＴＡＵ要求、サービス要求またはページング応答を
送信する。
【００２３】
　２１０　ステップ２１０で、例えば追跡エリア更新、サービス要求またはページング応
答若しくは以上の組み合わせに関するメッセージをＵＥ１４０から転送し、ＵＥからのメ
ッセージが追跡エリア特定情報をもまた含むことができる場合、無線ネットワークノード
１２０、１２１、１２２はＵＥの現セルに関連する追跡エリア特定情報をＭＭＥ１３０に
送信する。
【００２４】
　２２０　ステップ２２０で、ＭＭＥ１３０、１３１（第２のネットワークノード）はＵ
Ｅおよび無線ネットワークノードから送信する追跡エリア特定情報に関する統計を収集即
ち集める。例えば、セルおよびＴＡにおける滞在時間、ページング応答およびサービス要
求、ＴＡ入域、ＴＡ境界越え、滞在セル（camped cells）および訪問ＴＡのような情報を
記録することができ、１つ以上の前記情報の一部は恐らく一日の異なる時間期間当たりの
、および／または週の異なる日当たりの統計に区分することができる。以下の各情報の一
部に関するより多くの説明を参照。
【００２５】
　２２５　ステップ２２０に加えて、または代わりに実行するオプションのステップ２２
５で、ユーザ装置１４０はＵＥおよび無線ネットワークノードから送信する追跡エリア特
定情報に関する統計を収集即ち集める。例えばセルおよびＴＡにおける滞在時間、ページ
ング応答およびサービス要求、ＴＡ入域、ＴＡ境界越え、滞在セルおよび訪問ＴＡのよう
な情報を記録することができ、１つ以上の上記情報の一部は恐らく一日の異なる時間期間
ごとの、および／または週の異なる日ごとの統計に区分することができる。以下の各情報
の一部に関するより多くの説明を参照。ステップ２３０はステップ２２０を実行した場合
にのみ実行する、即ちステップ２２０の代わりにステップ２２５を実行した場合にはステ
ップ２３０を実行しない。
【００２６】
　２３０　オプションのステップ２３０で、ＭＭＥはＴＡ特定情報即ちエンティティおよ
び追跡エリアの収集統計または情報をＨＳＳ１０１または運用および管理ノード（図示せ
ず）Ｏ＆Ｍノードにさらなる処理のために送信する。
【００２７】
　２３５　オプションのステップ２３５で、ユーザ装置はＴＡ特定情報即ちエンティティ
および追跡エリアの収集統計または情報を第２のネットワークノード１３０にさらなる処
理のために送信する。幾つかの場合、第２のネットワークノードは単に追跡エリアの収集
統計または情報をＨＳＳに転送し、ＨＳＳは１次ＴＡを選択する（ステップ２５０および
２６０を参照）。ステップ２３５はステップ２２５を実行した場合にのみ実行する。
【００２８】
　２４０　ステップ２４０で、ＨＳＳ１０１（またはＯ＆Ｍノード）は１つ以上のＭＭＥ
１３０、１３１からＴＡ特定情報およびＴＡに関する情報を受信する。ステップ２４０は
ステップ２２０を実行した場合にのみ実行する、即ちステップ２２０の代わりにステップ
２２５を実行した場合には実行しない。



(8) JP 5390633 B2 2014.1.15

10

20

30

40

50

【００２９】
　２５０　ステップ２５０で、ＨＳＳ１０１は受信情報に基づき各受信ＴＡの測定値を決
定する。例えば測定値は受信追跡エリアに位置するＵＥの確率でありえ、確率測定値は好
ましくは受信追跡エリアのＵＥをページングする場合ＵＥからのページング応答受信確率
および／またはＵＥが受信追跡エリアで費やす時間に基づく。
【００３０】
　２６０　ステップ２６０で、決定測定値が一定の閾値を超えればＨＳＳ１０１は１次Ｔ
ＡとしてＴＡを選択する。閾値は事前に構成するか、またはＴＡに関する受信情報に基づ
き動的に設定することができる。ステップ２４５および２６５はステップ２２０，２３０
および２４０を実行した場合にのみ実行する、即ちステップ２２０の代わりにステップ２
２５を実行した場合には実行しない。
【００３１】
　２５５　オプションのステップ２５５で、ＭＭＥ１３０は各ＴＡの測定値を決定する。
例えば測定値は受信追跡エリアに位置するＵＥの確率でありえ、確率測定値は好ましくは
受信追跡エリアのＵＥをページングする場合ＵＥからの受信ページング応答確率および／
またはＵＥが受信追跡エリアで費やす時間に基づく。
【００３２】
　２６５　オプションのステップ２６５で、測定値が一定の閾値を超えればＭＭＥ１３０
は１次追跡エリアとして受信追跡エリアを設定する。オプションとしてＵＥが以前に登録
した幾つかの追跡エリアに位置する場合、ＵＥのページングおよびページング応答の確率
に基づき、閾値を決定する。ページングおよび／または追跡エリア更新要求によるネット
ワーク負荷を削減するように、閾値を設定することができる。このように、ページングお
よび／または追跡エリア更新要求によるネットワーク負荷を削減するように、閾値を設定
する。ステップ２５５および２６５はステップ２２５およびステップ２３５を実行した場
合にのみ実行する。
ステップ２２５で収集する統計に基づき統計から導出する測定値の閾値との比較後にＵＥ
１４０が１次ＴＡを決定することも可能である。そのような場合、ＵＥ１４０は選択する
１次ＴＡのＴＡＩをステップ２３５でＭＭＥ１３０に伝送する。
【００３３】
　測定値は収集する統計から動的に導出するという意味で、測定値はページング応答の送
受信確率、ＴＡで費やす時間などに基づくことに注目されよう。他方閾値はこれらのパラ
メータ（即ち閾値と比較する測定値と同じ単位）によって表現するが、閾値自体は収集す
る統計から動的に導出しなくともよいという意味でページング応答、ＴＡで費やす時間な
どの送受信に基づく。閾値はまた事前構成することもできる。
【００３４】
　次に図３を参照して、少なくとも１つの１次追跡エリア特定情報の利点を得ると同時に
ユーザ装置（ＵＥ）をページングする無線通信ネットワーク１００における方法の概要、
結合信号およびフローチャートを示す。幾つかの次のステップを実行することができる。
【００３５】
　３１０　ステップ３１０で、ＭＭＥ１３０は１次追跡エリア特定情報に関連するセル１
１１（単数または複数）におけるページングメッセージの送信により（またはより正確に
は、セル１１１（単数または複数）にサービスを提供する無線基地局（単数または複数）
にＵＥ１４０へのページングメッセージ（単数または複数）の送信要求により）ＵＥ１４
０をページングする。
【００３６】
　３１５　オプションのステップ３１５（図示せず）で、ＭＭＥは所定の時間の間ＵＥか
らのページング応答を待つ。所定の時間の間はネットワークの構成時に設定することがで
きるか、または例えば１日の内の時間に応じてまたは１次追跡エリア特定情報に設定する
閾値に応じてさえ動的に調整することができる。例えば、より短い所定の時間の間はより
低い閾値に使用することができ、より長い所定の時間の間はより高い閾値に使用すること
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ができる。他の方法の周りでも可能である、即ちより長い所定の時間の間はより低い閾値
に、より短い所定の時間の間はより高い閾値に使用する。
【００３７】
　３２０　ステップ３２０で、所定の時間の間内にＵＥ１４０からページング応答を受信
しなければ、ＭＭＥは１次追跡エリア特定情報に関連しないセル（単数または複数）の（
およびオプションとしてまた１次追跡エリア特定情報に関連するセル（単数または複数）
において）（またはより正確には、セル（単数または複数）にサービスを提供する無線基
地局（単数または複数）にＵＥ１４０へのページングメッセージ（単数または複数）の送
信要求により）ＵＥ１４０をページングする。
【００３８】
　図４において、ユーザ装置に関連する少なくとも１つの１次追跡エリアの特定に使用す
る情報を収集するＭＭＥ（即ち第２のネットワークノード）またはユーザ装置のようなデ
ータ収集ネットワークノード１３０、１４０における方法の概要フローチャートを図示し
、ＥＰＳネットワークのような無線通信ネットワークはデータ収集ネットワークノードを
含む。次のステップを実行することができる。
【００３９】
　２０５　ステップ２０５で、データ収集ネットワークノード１３０、１４０は好ましく
はサービスまたは追跡エリア更新要求若しくはページング応答から（または以上に関して
）追跡エリアアイデンティティを取得し、サービスまたは追跡エリア更新要求若しくはペ
ージング応答のそれぞれ１つはデータ収集ネットワークノードにより送信可能であるか、
または受信可能である。
【００４０】
　２２０　ステップ２２０で、データ収集ネットワークノード１３０、１４０は取得追跡
エリアアイデンティティにより特定する追跡エリアの使用に関する情報を登録（収集）し
、情報は少なくとも１つの１次追跡エリアの特定に使用することとする。
【００４１】
　有利には、データ収集ネットワークノードはＭＭＥのような第２のネットワークノード
である。このように、ＵＥの振舞いは影響を受けない。従って、ＵＥに関する後方両立性
問題を回避する。
【００４２】
　データ収集ネットワークノード１３０、１４０における方法の幾つかの実施形態で、使
用に関する情報は次の項目、セル滞在時間、追跡エリア滞在時間、ページング応答数、サ
ービス要求、追跡エリア入域情報、追跡エリア境界越え情報、（データ収集ネットワーク
ノードがユーザ装置の場合に適用する）滞在セルのアイデンティティおよびユーザ装置が
訪問する追跡エリアアイデンティティの１つ以上に関する情報を含み、オプションとして
１つ以上の前記項目を１日の内の間隔、日、週、月または年のような１つ以上の時間の間
隔に区分即ち分類する。さらにその上、使用に関する情報が移動端末に関連する（フェム
トセルとも呼ぶ）閉加入者グループ（ＣＳＧ、Closed Subscriber Group）セルに関する
情報を含むことを企図する。
【００４３】
　データ収集ネットワークノードにおける方法の幾つかの実施形態で、第３の無線ネット
ワークノードはユーザ装置の現セルにサービスを提供する無線基地局である。
【００４４】
　データ収集ネットワークノードにおける方法の幾つかの実施形態で、データ収集ネット
ワークノードは移動性管理エンティティＭＭＥのような第２のネットワークノード１３０
であり、取得追跡エリアアイデンティティは第３の無線ネットワークノード１２１から第
２のネットワークノード１３０により受信する。無線通信ネットワーク１００は第３の無
線ネットワークノード１２１を含む。オプションとして、ユーザ装置はしかしながら追跡
エリア更新要求メッセージにおいて（および／または所属要求メッセージにおいて）「最
終訪問登録エリアＴＡ」を特定する追跡エリア特定情報を供給する。この情報の目的はＭ
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ＭＥの「追跡エリア特定情報リスト割り当てアルゴリズム」への幾らかの入力を提供する
ことである。
【００４５】
　データ収集ネットワークノードにおける方法の幾つかの実施形態で、データ収集ネット
ワークノードはＭＭＥのような第２のネットワークノードであり、本方法はＨＳＳのよう
な第１のネットワークノードに登録情報の送信ステップ２３０をさらに含み、第１のネッ
トワークノードは登録情報に基づき少なくとも１つの１次追跡エリアの選択に登録情報を
使用するようにし、第１のネットワークノードは無線通信ネットワークに含む。例えば、
第１のおよび第２のＭＭＥを管理するＨＳＳは従って第１のおよび第２のＭＭＥからセル
／追跡エリアの使用に関する情報を受信することができ、それにより１次追跡エリアの選
択により大きな統計的基盤を得る。その上、大部分のＭＭＥに反しＨＳＳは後のセッショ
ンで使用する受信情報を永久に蓄積する。データ収集ネットワークノードがＭＭＥのよう
な第２のネットワークノードである幾つかの実施形態で、ステップ２３０で第２のネット
ワークノードはＨＳＳに代わり運用および維持（Ｏ＆Ｍ）ノードに登録情報を送信する。
【００４６】
　データ収集ネットワークノードにおける方法の幾つかの実施形態で、データ収集ネット
ワークノードはＭＭＥのような第２のネットワークノードである。無線通信ネットワーク
は取得追跡エリアアイデンティティにより特定する追跡エリアにオプションとして位置す
るユーザ装置をさらに含む。本方法は１つ以上の次のステップを含む。
【００４７】
　２３０　ステップ２３０で、第２のネットワークノード１３０はＴＡ特定情報即ちアイ
デンティティおよび追跡エリアの収集統計または情報をさらなる処理のためにＨＳＳ１０
１またはＯ＆Ｍノード、運用および管理ノード（図示せず）に送信する。ＨＳＳ（Ｏ＆Ｍ
）ノードがこのように（幾つかのＭＭＥからの情報受信により）ネットワークに亘る全体
像を入手し、総体的収集統計を処理し、１次追跡エリアを計算できるノードであることが
注目されよう。これは一般にＭＭＥにより実行せず、ＭＭＥはＵＥの所在に関する完全な
全体像を入手せず、ただＨＳＳまたはＯ＆Ｍにとり利用可能な統計情報の一部を有するに
すぎない。ＭＭＥは収集情報をＨＳＳ（またはＯ＆Ｍノード）への送信前にある程度（例
えば、ＴＡにおいて費やす時間によるページング応答数の区分）正確化することができる
が、大抵の場合第２のネットワークノード、即ちＭＭＥは単に情報をＨＳＳ（またはＯ＆
Ｍノード）に転送するだけである。
【００４８】
　２５５　ステップ２５５で、第２のネットワークノード１３０はユーザ装置の測定値を
決定し、測定値は好ましくはユーザ装置が追跡エリアに位置する場合のページング並びに
ユーザ装置からのページング応答受信の確率および／またはユーザ装置が追跡エリアで費
やす時間に基づく。異なる表現をすれば、測定値は好ましくはユーザ装置が追跡エリアに
位置すればユーザ装置からのページング応答の受信確率、ユーザ装置が追跡エリアで費や
す時間および追跡エリア境界越え情報の１つ以上に基づく。
【００４９】
　データ収集ネットワークノードが第２のネットワークノードである、データ収集ネット
ワークノード１３０における方法の幾つかの実施形態で、第２のネットワークノードはユ
ーザ装置からの追跡エリア更新要求に応じてユーザ装置にただ１つの追跡エリアのみを割
り当てるように一時的にする。このように、ユーザ装置が現割り当て追跡エリアを去ると
直ちに、ユーザ装置は追跡エリア更新要求を送信する必要があるであろう故、第２のネッ
トワークノードはユーザ装置の動きをより密接に追うことができる。第２のネットワーク
ノードは次いで追跡エリアを登録することができるであろうし、そのアイデンティティは
追跡エリア更新要求と共に伝達する。
【００５０】
　データ収集ネットワークノード１３０、１４０における方法の幾つかの実施形態で、デ
ータ収集ネットワークノード１３０、１４０はユーザ装置１４０であり、追跡エリアアイ
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デンティティは例えば第３のネットワークノードによりコアネットワークノード１０１、
１３０に送信することができ、第３のネットワークノードはユーザ装置の現セルにサービ
スを提供する無線基地局であり、登録情報またはユーザ装置により選択する１次追跡エリ
アの追跡エリアアイデンティティはユーザ装置によりコアネットワークノード１０１、１
３０に送信する。無線通信ネットワーク１００はコアネットワークノード１０１、１３０
を含む。
【００５１】
　データ収集ネットワークノードにおける方法の幾つかの実施形態で、データ収集ネット
ワークノードはユーザ装置１４０であり、追跡エリアアイデンティティは例えば第３の無
線ネットワークノードによりコアネットワークノード１０１、１３０に送信可能であり（
送信することができ）、第３の無線ネットワークノードはユーザ装置の現セルにサービス
を提供する無線基地局であり、登録情報は定期的に第１のネットワークノードに送信する
（適用可能であれば）。
【００５２】
　データ収集ネットワークノードにおける方法の幾つかの実施形態で、データ収集ネット
ワークノードはユーザ装置１４０を含む。次のステップを実行することができる。
【００５３】
　２６５　ステップ２６５で、測定値が閾値を超えれば、第２のネットワークノード１３
０は１次追跡エリアとして使用する少なくとも１つの追跡エリアの前記少なくとも１つの
追跡エリア特定情報を選択する（決定するか、または特定する）。換言すれば、選択追跡
エリア特定情報は１次追跡エリアの特定に使用する。オプションとしてユーザ装置が以前
に登録した幾つかの追跡エリアに位置する場合、ユーザ装置のページングおよびページン
グ応答受信の確率に基づき、閾値を決定する。従って、閾値はページングする追跡エリア
にユーザ装置が位置する確率に基づき決定する。異なる表現を使用すると閾値は、ユーザ
装置が選択追跡エリアアイデンティティの追跡エリアに位置すれば、ページング応答を受
信する確率に基づく。このように、閾値はページングおよび／または追跡エリア更新要求
によるネットワーク負荷を削減するように設定する。
【００５４】
　データ収集ネットワークノード１３０、１４０における方法の幾つかの実施形態で、無
線通信ネットワーク１００はコアネットワークノード１０１、１３０をさらに含み、デー
タ収集ネットワークノードはユーザ装置１４０を含む。本方法は次のステップをさらに含
むことができる。
あるステップで、ユーザ装置は登録情報に基づき１次追跡エリアの特定に使用する追跡エ
リアアイデンティティを選択する。
別のステップでは、ユーザ装置はコアネットワークノード１０１、１３０に追跡エリアア
イデンティティを送信する。
【００５５】
　データ収集ネットワークノード１３０、１４０における方法の幾つかの実施形態で、１
次追跡エリアを特定する追跡エリアアイデンティティを選択するステップは次のステップ
をさらに含む。
あるステップで、データ収集ネットワークノードはユーザ装置１４０の測定値を決定し、
測定値は、ユーザ装置が追跡エリアに位置すればユーザ装置からのページング応答の受信
確率、ユーザ装置が追跡エリアで費やす時間、追跡エリア入域情報および追跡エリア境界
越え情報の１つ以上に基づく。
別のステップでは、データ収集ネットワークノードは、測定値が閾値を超えれば、１次追
跡エリアの特定に使用する追跡エリアを選択する。オプションとしてユーザ装置が選択追
跡エリアアイデンティティの追跡エリアに位置すれば、閾値はページング応答受信確率に
基づく。
【００５６】
　図５はユーザ装置に関連する少なくとも１つの１次追跡エリア特定情報の特定に使用す
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る情報を収集するデータ収集ネットワークノードにおける装置４００の実施形態の概要ブ
ロック図を示す。ＥＰＳのような無線通信ネットワーク１００はデータ収集ネットワーク
ノード１３０を含む。装置４００は好ましくはサービスまたは追跡エリア更新要求若しく
はページング応答から（または以上に関して）追跡エリアアイデンティティを取得するよ
うにする取得ユニットを含み、サービスまたは追跡エリア更新要求若しくはページング応
答のそれぞれ１つはデータ収集ネットワークノードにより送信可能であるか、または受信
する。さらにその上、装置４００は取得追跡エリアアイデンティティにより特定する追跡
エリアの使用に関する情報を登録するようにする処理ユニット４１０を含む。オプション
として、装置４００は送信ユニット４３０および受信部４２０を含むことができる。
【００５７】
　データ収集ネットワークノードにおける装置４００の幾つかの実施形態で、使用に関す
る情報は次の項目、セル滞在時間、追跡エリア滞在時間、ページング応答数、サービス要
求、追跡エリア入域情報、追跡エリア境界越え情報、滞在セルアイデンティティおよびユ
ーザ装置が訪問する追跡エリアアイデンティティの１つ以上に関する情報を含み、オプシ
ョンとして１つ以上の前記項目を１日の内の間隔、日、週、月または年のような１つ以上
の時間の間隔に分類する。
【００５８】
　データ収集ネットワークノードにおける装置４００の幾つかの実施形態で、データ収集
ネットワークノードは移動性管理エンティティＭＭＥ（または第２のネットワークノード
）であり、追跡エリアアイデンティティは第３の無線ネットワークノード１２１から取得
部により取得する。無線通信ネットワーク１００は第３の無線ネットワークノード１２１
を含む。
【００５９】
　データ収集ネットワークノードにおける装置４００の幾つかの実施形態で、データ収集
ネットワークノードはＭＭＥである。装置４００は登録情報をＨＳＳのような第１のネッ
トワークノードに送信するようにする送信部４３０をさらに含む。第１のネットワークノ
ードは１次追跡エリアの選択に登録情報を使用するようにし、第１のネットワークノード
は無線通信ネットワークに含む。
【００６０】
　データ収集ネットワークノードにおける装置４００の幾つかの実施形態で、データ収集
ネットワークノードはＭＭＥである。無線通信ネットワークは取得追跡エリアアイデンテ
ィティにより特定する追跡エリアに位置するユーザ装置をさらに含む。装置４００はユー
ザ装置の測定値を決定するようにする処理部４１０をさらに含み、測定値は好ましくはユ
ーザ装置が追跡エリアに位置する場合のページングおよびユーザ装置からのページング応
答受信確率および／またはユーザ装置が追跡エリアで費やす時間に基づく。オプションと
して測定値はユーザ装置が追跡エリアに位置すればユーザ装置からのページング応答受信
の確率、ユーザ装置が追跡エリアで費やす時間および追跡エリア境界越え情報の１つ以上
に基づくことができる。その上処理部４１０は、測定値が閾値を超えれば関連する追跡エ
リアを１次追跡エリアとして使用することとする前記少なくとも１つの追跡エリア特定情
報を選択（または決定）するようにし、オプションとしてユーザ装置が以前に登録した幾
つかの追跡エリアに位置する場合（すれば）、ユーザ装置のページングおよびページング
応答受信の確率に基づき閾値を決定する。このように、閾値をページングおよび／または
追跡エリア更新要求によるネットワーク負荷を削減するように設定する。
【００６１】
　データ収集ネットワークノード１３０における装置４００の幾つかの実施形態で、デー
タ収集ネットワークノード１３０、１４０はユーザ装置１４０であり、追跡エリアアイデ
ンティティは例えば第３の無線ネットワークノードによりコアネットワークノード１０１
、１３０に送信することができ、第３の無線ネットワークノードはユーザ装置の現セルに
サービスを提供する無線基地局であり、登録情報またはユーザ装置が選択する１次追跡エ
リアの追跡エリアアイデンティティはユーザ装置によりコアネットワークノード１０１、
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１３０に送信する。無線通信ネットワーク１００はコアネットワークノード１０１、１３
０を含む。
【００６２】
　データ収集ネットワークノードにおける装置４００の幾つかの実施形態で、データ収集
ネットワークノードはユーザ装置１４０であり、追跡エリアアイデンティティは例えば第
３の無線ネットワークノードによりコアネットワークノード１０１、１３０に送信するこ
とができ、第３の無線ネットワークノードはユーザ装置の現セルにサービスを提供する無
線基地局であり、登録情報はユーザ装置により（適用可能であれば）第１のネットワーク
ノードに定期的に送信する。
【００６３】
　データ収集ネットワークノード１３０における装置４００の幾つかの実施形態で、デー
タ収集ネットワークノードはユーザ装置であり、無線通信ネットワーク１００はコアネッ
トワークノード１０１、１３０をさらに含む。処理部４１０は登録情報に基づき１次追跡
エリアの特定に使用する追跡エリアアイデンティティを選択するようにさらにすることが
できる。送信部４３０は追跡エリアアイデンティティをコアネットワークノード１０１、
１３０に送信するようにさらにすることができる。
【００６４】
　データ収集ネットワークノード１３０、１４０における装置４００の幾つかの実施形態
で、処理部４１０はユーザ装置１４０の測定値を決定するようにさらにすることができ、
測定値はユーザ装置が追跡エリアに位置すればユーザ装置からのページング応答受信の確
率、ユーザ装置が追跡エリアで費やす時間、追跡エリア入域情報および追跡エリア境界越
え情報の１つ以上に基づく。その上処理部４１０は、測定値が閾値を超えれば１次追跡エ
リアの特定に使用する追跡エリアアイデンティティを選択するようにさらにすることがで
きる。オプションとしてユーザ装置が選択追跡エリアアイデンティティの追跡エリアに位
置すれば、閾値はページング応答受信確率に基づく。
【００６５】
　データ収集ネットワークノードが（ＭＭＥ１３０でありうる）第２のネットワークノー
ドであるデータ収集ネットワークノードにおける装置４００の幾つかの実施形態で、第２
のネットワークノードはユーザ装置からの追跡エリア更新要求に応じてユーザ装置にただ
１つの追跡エリアのみを割り当てるように一時的にする。このように、ユーザ装置が現割
り当て追跡エリアを去ると直ちに、ユーザ装置は追跡エリア更新要求を送信する必要があ
るであろう故、第２のネットワークノードはユーザ装置の動きをより密接に追うことがで
きる。第２のネットワークノードは次いで追跡エリアを登録することができるであろうし
、そのアイデンティティは追跡エリア更新要求と共に第２のネットワークノードに伝達す
る。
【００６６】
　図６は、少なくとも１つの追跡エリアアイデンティティの選択のための第１のネットワ
ーク（ＨＳＳ）１０１または第２のネットワークノード（ＭＭＥ）１３０のようなコアネ
ットワークノード１０１における本方法の実施形態の概要フローチャートを示し、追跡エ
リアアイデンティティの関連する追跡エリアをＵＥの少なくとも１つの１次追跡エリアと
して使用することとし、無線通信ネットワークはコアネットワークノードおよびＵＥを含
む。次のステップを実行することができる。
【００６７】
　２４０　ステップ２４０で、コアネットワークノード１０１、１３０はユーザ装置の少
なくとも１つの追跡エリアに関する情報を取得し、情報は好ましくはセルおよび／または
追跡エリア滞在時間、ページング応答およびサービス要求統計（例えば、前記少なくとも
１つの追跡エリアに位置する間のユーザ装置からのページング応答頻度）、追跡エリア入
域情報、追跡エリア境界越え情報、滞在セルまたはユーザ装置が訪問する追跡エリア若し
くは以上の組み合わせの１つ以上を含み、オプションとして１つ以上の前記項目は恐らく
１日の内の異なる時間間隔当たりおよび／または週の異なる日当たりの統計に区分する。
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【００６８】
　２５０　ステップ２５０で、コアネットワークノード１０１は追跡エリアに位置するユ
ーザ装置の測定値を決定し、測定値はオプションとしてユーザ装置が追跡エリアに位置す
る場合（または位置すれば）ページングおよびユーザ装置からのページング応答受信の確
率および／またはユーザ装置が追跡エリアで費やす時間に基づく。より一般的には、測定
値はユーザ装置が追跡エリアに位置すればユーザ装置からのページング応答受信の確率、
ユーザ装置が追跡エリアで費やす時間および追跡エリア境界越え情報の１つ以上に基づく
。
【００６９】
　２６０　ステップ２６０で、コアネットワークノード１０１は、測定値が第１の閾値を
超えれば追跡エリア特定情報の関連する追跡エリアを１次追跡エリアとして使用すること
とする前記少なくとも１つの追跡エリア特定情報を選択（または特定）し、オプションと
してユーザ装置が以前に登録した幾つかの追跡エリアに位置する場合、閾値をユーザ装置
のページングおよびページング応答受信の確率に基づき決定する。このように、閾値をペ
ージングおよび／または追跡エリア更新要求によるネットワーク負荷を削減するように設
定する。
【００７０】
　コアネットワークノードにおける本方法の幾つかの実施形態で、閾値はユーザ装置（ユ
ーザ装置が現に位置するの）と同じＭＭＥプールに属する追跡エリアに関する情報のみに
基づく。同じＭＭＥプールは１つ以上の第２のネットワークノード１３０を含むことがで
きる。
【００７１】
　コアネットワークノードにおける本方法の幾つかの実施形態で、本方法は測定値が第２
の閾値を超えれば第２の追跡エリアとして使用する追跡エリアを特定する前記少なくとも
１つの追跡エリア特定情報を選択するステップをさらに含み、オプションとしてユーザ装
置が以前に登録した幾つかの追跡エリアに位置する場合（位置すれば）、閾値をＵＥのペ
ージングおよびページング応答受信の確率に基づき決定する。第２の閾値は取得情報にも
基づくことができる。オプションとして第２の閾値は事前に構成するか、またはユーザ装
置のための収集情報および／またはユーザ装置に対して決定する測定値若しくはユーザ装
置（１４０）が選択追跡エリアアイデンティティの追跡エリアに位置すればページング応
答受信の確率に基づき動的に決定する。
【００７２】
　さらにコアネットワークノードにおける本方法の幾つかの実施形態で、少なくとも１つ
の１次追跡エリアの前記少なくとも１つの追跡エリア特定情報および少なくとも１つの２
次追跡エリアの前記少なくとも１つの追跡エリア特定情報を追跡エリア更新数の削減およ
び追跡エリア数またはページングに関係するセル数の削減それぞれ若しくはその逆に基づ
き選択する。さらにその上、少なくとも１つの１次追跡エリアの前記少なくとも１つの追
跡エリア特定情報および少なくとも１つの２次追跡エリアの前記少なくとも１つの追跡エ
リア特定情報は共に追跡エリア更新数の削減および追跡エリア数またはページングに関係
するセル数の削減並びにこれら２つの目的間のトレードオフに基づき選択することができ
る。
【００７３】
　その上コアネットワークノードにおける本方法の幾つかの実施形態で、少なくとも１つ
の１次追跡エリアの前記少なくとも１つの追跡エリア特定情報および少なくとも１つの２
次追跡エリアの前記少なくとも１つの追跡エリア特定情報を、さらに本明細書で説明する
ようにページング応答の種々の確率レベルまたは種々の滞在時間または同類のような種々
の閾値との使用測定値の比較により選択する。
【００７４】
　コアネットワークノードにおける本方法の幾つかの実施形態で、取得情報は加入者情報
に含み、加入者情報は加入合意によるユーザ装置に関連する追跡エリア特定情報に関する
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情報を含む。各追跡エリア特定情報は追跡エリアに関連する。従って、その追跡エリアア
イデンティティ（単数または複数）による追跡エリア（単数または複数）は加入合意によ
りユーザ装置に関連するということができる。その上追跡エリア特定情報はある加入者に
関連するということができ、ある加入者は次いで１つ以上の個数のユーザ装置に関連しう
る。これはある加入者が種々の個数のユーザ装置、例えば異なる機会に異なる移動電話機
の使用を望む場合、または加入者がその移動電話機をより多くの機能および／または異な
る外観を有するより新しいモデルとの取り換えを望む場合に生じ得る。従って適用可能な
場合本願を通じて、表現「ユーザ装置」は加入者、ユーザ装置および／または加入者ユー
ザ装置を意味すると理解すべきである。コアネットワークノードはＨＳＳのような第１の
ネットワークノードでありうる。例えばユーザ装置が企業加入の下で動作すれば、その場
合ユーザ装置は平日の間オフイス内にあることが多いと仮定することができる。従って１
日の一定時間の間、オフイスの位置に相当するセルにおいてページングすれば、ユーザ装
置が応答するであろう確率は高い。その場合オフイスの位置に相当するセルに関連する追
跡エリア特定情報が１次追跡エリアを特定するようにするのは有利である。
【００７５】
　図７は、ＵＥの少なくとも１つの１次追跡エリアとして使用する少なくとも１つの追跡
エリアを特定する少なくとも１つの追跡エリアアイデンティティの選択のためのＨＳＳ１
０１またはＭＭＥ１３０のようなコアネットワークノード１０１における装置７００の実
施形態の概要ブロック図を示す。無線通信ネットワーク１００はコアネットワークノード
１０１、１３０およびＵＥ１４０を含む。装置７００はユーザ装置の追跡エリアに関する
情報を取得するようにする取得部７２０を含み、情報は好ましくはセルおよび／または追
跡エリア滞在時間、ページング応答およびサービス要求統計、追跡エリア入域情報、追跡
エリア境界越え情報、滞在セルまたはユーザ装置が訪問する追跡エリア若しくは以上の組
み合わせを含み、オプションとして１つ以上の前記項目は恐らく一日の内の種々の時間期
間当たりおよび／または週の種々の日当たりの統計に区分する。さらにその上装置７００
は、追跡エリアに位置するユーザ装置の測定値を決定するようにする処理部７１０を含み
、測定値は好ましくはユーザ装置が追跡エリアに位置する場合のページングおよびユーザ
装置からのページング応答受信の確率および／またはユーザ装置が追跡エリアで費やす時
間に基づく。処理部は測定値が第１の閾値を超えれば少なくとも１つの１次追跡エリアと
して使用する少なくとも１つの追跡エリアを特定する前記少なくとも１つの追跡エリア特
定情報を選択（または特定）するようにし、オプションとしてユーザ装置が以前に登録し
た幾つかの追跡エリアに位置する場合、ユーザ装置のページングおよびページング応答受
信の確率に基づき閾値を決定する。他の言葉を使用すると測定値は、ユーザ装置が追跡エ
リアに位置する場合ユーザ装置からのページング応答受信の確率、ユーザ装置が追跡エリ
アで費やす時間および追跡エリア境界越え情報の１つ以上に基づく。オプションとして第
１の閾値は事前に構成するか、またはユーザ装置のための収集情報および／またはユーザ
装置に対して決定する測定値若しくはユーザ装置（１４０）が選択追跡エリアアイデンテ
ィティの追跡エリアに位置すればページング応答受信の確率に基づき動的に決定する。こ
のように、閾値はページングおよび／または追跡エリア更新要求によるネットワーク負荷
を削減するように設定する。
【００７６】
　コアネットワークノードにおける装置７００の幾つかの実施形態で、閾値はユーザ装置
と同じＭＭＥプールに属す追跡エリアに関する情報のみに基づく。コアネットワークノー
ドはＭＭＥのような第２のネットワークノードでありうる。
【００７７】
　コアネットワークノードにおける装置７００の幾つかの実施形態で、処理部７１０は、
測定値が閾値を超えればユーザ装置の第２の追跡エリアとして使用する少なくとも１つの
追跡エリアを特定する前記少なくとも１つの追跡エリア特定情報を選択するようにさらに
し、オプションとしてユーザ装置が以前に登録した幾つかの追跡エリアに位置する場合、
ＵＥのページングおよびページング応答受信の確率に基づき閾値を決定する。
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【００７８】
　コアネットワークノードにおける装置７００の幾つかの実施形態で、処理部７１０は、
少なくとも１つの１次追跡エリアの前記少なくとも１つの追跡エリア特定情報および追跡
エリア更新数の削減および追跡エリア特定情報数またはページングに関係するセル数の削
減にそれぞれ若しくは逆に基づく少なくとも１つの第２の追跡エリアの前記少なくとも１
つの追跡エリア特定情報を選択するようにする。さらにその上、少なくとも１つの１次追
跡エリアの前記少なくとも１つの追跡エリア特定情報および少なくとも１つの第２の追跡
エリアの前記少なくとも１つの追跡エリア特定情報は共に追跡エリア更新数の削減および
追跡エリア数またはページングに関係するセル数の削減並びにこれら２つの目的間のトレ
ードオフに基づき選択することができる。
【００７９】
　その上コアネットワークノードにおける装置７００の幾つかの実施形態で、処理部７１
０は少なくとも１つの１次追跡エリアの前記少なくとも１つの追跡エリア特定情報および
少なくとも１つの２次追跡エリアの前記少なくとも１つの追跡エリア特定情報を、さらに
本明細書で説明するようにページング応答の種々の確率レベルまたは種々の滞在時間若し
くは同類のような種々の閾値との使用情報の比較により選択するようにする。
【００８０】
　コアネットワークノードにおける装置７００の幾つかの実施形態で、取得部７２０によ
り取得する情報は加入者情報に含み、加入者情報は加入合意によりユーザ装置に関連する
追跡エリア特定情報に関する情報を含む。例えばユーザ装置が企業加入の下で動作すれば
、その場合ユーザ装置は平日の間オフイス内にあることが多いと仮定することができる。
従って１日の一定間隔の間、オフイスの位置に相当するセルにおいてページングすれば、
ユーザ装置が応答するであろう確率は高い。その場合オフイスの位置に相当するセルに関
連する追跡エリア特定情報が１次追跡エリアを特定するようにするのは有利である。
【００８１】
　図８はユーザ装置をページングするＭＭＥのような第２のネットワークノード１３０に
おける本方法の実施形態の概要フローチャートを示す。第２のネットワークノードはユー
ザ装置に関連する追跡エリア特定情報リストを管理し、リストはユーザ装置に関連する１
次追跡エリアに関連する少なくとも１つの追跡エリア特定情報を含む。即ちリストは少な
くとも１つの１次追跡エリアを特定する少なくとも１つの追跡エリア特定情報を含み、前
記追跡エリア特定情報により特定する追跡エリアのそれぞれおよび前記少なくとも１つの
１次追跡エリアは第３の無線ネットワークノードによりサービスを提供する少なくとも１
つのセルに関連する。追跡エリア特定情報のそれぞれおよび少なくとも１つの１次追跡エ
リアを特定する少なくとも１つの１次追跡エリア特定情報は第３の無線ネットワークノー
ドによりサービスを提供する少なくとも１つのセルに関連する。第３の無線ネットワーク
ノードは第２の無線ネットワークノードにより管理する。無線通信ネットワーク１００は
第２の無線ネットワークノード１３０、第３の無線ネットワークノード１２１およびユー
ザ装置１４０を含む。次のステップを実行する。
【００８２】
　３１０　ステップ３１０で、第２の無線ネットワークノード１３０は前記少なくとも１
つの１次追跡エリアに関連する少なくとも１つのセルのユーザ装置１４０をページングす
る。
【００８３】
　３２０　前記少なくとも１つの１次追跡エリアに関連する前記少なくとも１つのセルの
ユーザ装置をページングするステップにより駆動し、ユーザ装置から応答を受信しなけれ
ば、その場合ステップ３２０で第２の無線ネットワークノード１３０は追跡エリア特定情
報セットに関連するセルのユーザ装置をページングする。追跡エリア特定情報セットは追
跡エリア特定情報リストにおける追跡エリア特定情報の中で選択し、追跡エリア特定情報
セットの各追跡エリア特定情報は好ましくは少なくとも１つの１次追跡エリアの少なくと
も１つの追跡エリア特定情報とは異なる。
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【００８４】
　ステップ３１０および３２０は追跡エリアの測定値がベースとし、１次追跡エリアの選
択がベースとしうるデータを収集するステップ２２０、２５５および２６５に続きうるこ
とを理解すべきである。
【００８５】
　第２のネットワークノードにおける本方法の幾つかの実施形態で、追跡エリア特定情報
リストは少なくとも１つの２次追跡エリアに関連する少なくとも１つの追跡エリア特定情
報を含む。
【００８６】
　第２のネットワークノードにおける本方法の幾つかの実施形態で、少なくとも１つの１
次追跡エリアを第１の時間間隔の間に使用および／または少なくとも１つの２次追跡エリ
アを第２の時間間隔の間に使用し、第１のおよび第２の時間間隔は重複、非重複または一
部重複するようにする。換言すれば、第１のおよび第２の時間間隔の間にそれぞれ使用す
るように設定する少なくとも１つの１次および少なくとも１つの２次追跡エリアが存在す
る。第１のおよび第２の時間間隔は重複、非重複または一部重複することができる。
【００８７】
　第２のネットワークノードにおける本方法の幾つかの実施形態で、本方法は、前記少な
くとも１つの１次追跡エリアに関連する少なくとも１つのセルのユーザ装置をページング
するステップの結果としてユーザ装置１４０から応答を受信しなければ、前記少なくとも
１つの２次追跡エリアに関連する少なくとも１つのセルのＵＥをページングするステップ
をさらに含む。換言すれば、少なくとも１つの１次追跡エリアにおいてページングに失敗
すれば、少なくとも１つの２次追跡エリアのＵＥをページングする。
【００８８】
　第２のネットワークノードにおける本方法の幾つかの実施形態で、本方法は少なくとも
１つの１次追跡エリアに関連する少なくとも１つの追跡エリア特定情報の使用によるペー
ジングステップの結果としてＵＥから応答を受信しなければ、少なくとも１つの２次追跡
エリアに関連する少なくとも１つの追跡エリア特定情報に関連する少なくとも１つのセル
のＵＥをページングするステップをさらに含む。換言すれば、少なくとも１つの１次追跡
エリアに関連する少なくとも１つの追跡エリア特定情報の使用によるページングに失敗し
た場合、少なくとも１つの２次追跡エリアを特定する少なくとも１つの追跡エリア特定情
報の使用によりＵＥをページングする。
【００８９】
　次に図９を参照して、ユーザ装置をページングするＭＭＥのような第２のネットワーク
ノード１３０における装置９００の実施形態を示す。第２のネットワークノードはユーザ
装置に関連する追跡エリア特定情報リストを管理し、リストは少なくとも１つの１次追跡
エリアを特定する少なくとも１つの追跡エリア特定情報を含む。前記追跡エリア特定情報
および少なくとも１つの１次追跡エリアを特定する前記少なくとも１つの追跡エリアによ
り特定する追跡エリアのそれぞれは第３のネットワークノードによりサービスを提供する
少なくとも１つのセルに関連する。第３のネットワークノードは第２のネットワークノー
ドにより管理する。無線通信ネットワーク１００は第２のネットワークノード１３０、第
３のネットワークノード１２１およびユーザ装置１４０を含む。装置９００は前記少なく
とも１つの１次追跡エリアに関連する少なくとも１つのセルのユーザ装置１４０をページ
ングするようにするページング部９１０を含む。その上、前記少なくとも１つの１次追跡
エリアに関連する前記少なくとも１つのセルのユーザ装置のページングにより駆動し、ユ
ーザ装置から応答を受信しなければ、ページング部９１０は追跡エリア特定情報セットに
関連するセルのユーザ装置をページングするようにさらにする。追跡エリア特定情報セッ
トは追跡エリア特定情報リストにおける追跡エリア特定情報の中で選択し、追跡エリア特
定情報セットの各追跡エリア特定情報は好ましくは少なくとも１つの１次追跡エリアに関
連する少なくとも１つの追跡エリア特定情報とは異なる。
【００９０】
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　第２のネットワークノード１３０における装置９００の実施形態で、追跡エリア特定情
報リストは少なくとも１つの２次追跡エリアを特定する少なくとも１つの追跡エリア特定
情報を含む。
【００９１】
　第２のネットワークノード１３０における装置９００の実施形態で、少なくとも１つの
１次追跡エリアを第１の時間間隔の間使用および／または少なくとも１つの２次追跡エリ
アを第２の時間間隔の間使用し、第１および第２の時間間隔は重複、非重複または一部重
複するようにする。換言すれば、第１のおよび第２の時間間隔の間にそれぞれ使用するよ
うに設定する少なくとも１つの１次および少なくとも１つの２次追跡エリアが存在する。
第１および第２の時間間隔は重複、非重複または一部重複することができる。
【００９２】
　第２のネットワークノード１３０における装置９００の実施形態で、少なくとも１つの
１次追跡エリアのユーザ装置をページングするステップの結果としてＵＥから応答を受信
しなければ、ページング部９１０は少なくとも１つの２次追跡エリアに関連する少なくと
も１つのセルのＵＥをページングするようにさらにする。換言すれば、少なくとも１つの
１次追跡エリアのＵＥのページングに失敗した場合、少なくとも１つの２次追跡エリアの
ＵＥをページングする。
【００９３】
　従来技術の大部分の方法は個々の加入者（即ち移動端末）の長期平均移動パターンおよ
び滞在習慣（即ち、加入者／ＵＥが各ＴＡに位置する時間）による行動を考慮しない。代
わりに、全ての加入者を平等に扱い、それにより個別最適の可能性の招来に失敗する。
【００９４】
　本発明は広く適用可能であるが、上記のように個別最適を必要とする１つの明らかなこ
とはフェムトセル／基地局としても既知の「ホーム基地局」の概念であり、ＬＴＥ／ＳＡ
Ｅではそのような基地局はＨｅＮＢ（Home E-UTRAN Node B）として既知である。これら
フェムトセル／基地局は家庭、企業、キャンパスまたは同類における適用範囲の提供に使
用することができる。
【００９５】
　１次追跡エリア（ＴＡ）の概念は追跡エリア更新（ＴＡＵ）およびページングに起因す
る総体的信号負荷（および干渉）を削減するために導入する。
【００９６】
　１次ＴＡ（単数または複数）は構成または追跡エリア滞在時間（即ち、特定ＴＡ（単数
または複数）に加入者が位置する時間）またはページングの観察の何れかにより規定する
。
【００９７】
　ＵＥの発するサービス要求および要求を実行する位置は入力データ並びにハンドオーバ
としても使用することができる。
【００９８】
　１次追跡エリアの特定／決定／選択はネットワークにおいてのみ実行するかまたはＵＥ
が支援することができる。
【００９９】
　幾つかの実施形態で、ユーザが高い確率でそのエリアにいると仮定し、規定すれば１次
ＴＡ（単数または複数）において、ＵＥを常にまずページングする。
【０１００】
　有益である場合、１次ＴＡ（単数または複数）をＵＥに移し（即ち、ＴＡリストに含み
）、ＴＡＵ量を低減する。
【０１０１】
　別の実施形態で、２つの異なるタイプの１次ＴＡを導入する。その１つはＴＡＵ負荷の
削減に使用し（ＴＡＵ数の削減により）、他方をページング負荷の削減に使用する（多く
のページングのページングエリアの削減により）。
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【０１０２】
　本発明の２つの主な実施形態、実施形態１および実施形態２があり、その双方を２つの
「サブ実施形態」に細分する（サブ実施形態１ａ、１ｂおよび２ａ、２ｂ）。
【０１０３】
　本発明の幾つかの利点は：
‐ＴＡＵおよびページングの総体的信号負荷の削減。
‐時間に関する１次ＴＡ（単数または複数）の本来的精細化（および従って改善）。
‐追跡エリア更新およびページングの不変の信号方式。
【０１０４】
　単一１次ＴＡタイプを使用する実施形態１を以下に説明する。
実施形態１は２つのサブ実施形態１ａおよび１ｂを含む。
【０１０５】
　一般に実施形態１に対し、以下を適用する。１次ＴＡはネットワークにより構成するか
、または動的に規定することができる。構成上の代替案は例えば企業加入に使用すること
ができ、その場合加入者は平日の間はオフイス内にいることが多いと仮定する。別の使用
は、即ち閉加入者グループ（ＣＳＧ）を使用するシナリオにおけるフェムト（ホームｅノ
ードＢ）加入に対してでありえよう。ＨｅＮＢのＴＡは地理的意味なく自動的にＨｅＮＢ
に割り当てそうであろうし、ＨｅＮＢは特定のＵＥ（単数または複数）に関連しそうであ
ろう故、これらのＴＡは１次ＴＡになるのに非常に適している。例えば同時にＵＥはＨｅ
ＮＢに関連し、ＨＳＳにおけるＵＥのコンテキストは１次ＴＡにより更新できよう。週の
内の日並びに１日の内の時間に基づくスキームがありえよう。１次ＴＡは１つ以上のＴＡ
でありえよう。
【０１０６】
　１次ＴＡ（単数または複数）を特定／決定／選択する幾つかの方法を提案する。ページ
ングにＵＥが応答する例えばセルのＴＡＩによりＵＥをページングする場合の現ＴＡの登
録は１つの方法であり、異なるサービス要求における現ＴＡの登録は別の方法である。さ
らにＵＥの位置追跡に使用できる方法は、ＭＭＥにＵＥのサービス提供セルに関する情報
をｅノードＢから取得する手段を提供するＳ１ＡＰ（ＭＭＥとｅノードＢ間のＳ１アプリ
ケーションプロトコル、Ｅ－ＵＴＲＡＮとＭＭＥまたはＳ－ＧＷのようなＥＰＳのコアネ
ットワーク間のＳ１－インタフェース）位置報告手順であるか、またはＳ１ＡＰ位置報告
手順への変更である。閾値に到達すると、１つ（以上）のＴＡ（単数または複数）は１次
と考えられる。閾値は加入者があるＴＡにおいてページングに応答するであろう一定の長
期確率として測定することができよう。ページング応答確率が複数のＴＡにおいて閾値を
超えれば、その場合最大確率を有するＴＡを１次ＴＡとして選択するか、または閾値条件
を満たす全てのＴＡを１次ＴＡ（即ち、複数１次ＴＡ）と規定するかの何れかである。Ｔ
Ａグループのページング応答確率を分析し、適するＴＡグループを（複数）１次ＴＡとし
て選択するアルゴリズムを考案することもできる。非１次ＴＡ（単数または複数）におい
て過多なページングが成功する場合、例えば１次ＴＡのページング応答確率が閾値を下回
れば（恐らくヒステリシスを伴い）、アルゴリズムはまた１次ＴＡを除去する（選択しな
い）必要もある。
【０１０７】
　別の方法は、ＴＡで費やす（絶対および／または）相対時間を追跡することである。こ
の場合、閾値条件は全記録滞在時間に関するあるＴＡ（またはＴＡグループ）で費やす時
間として測定できよう。ネットワーク（ＭＭＥ）はＵＥが接続している（例えば、ＥＭＭ
－接続状態にある、即ちアイドルモードにない）間に滞在するＴＡを追跡することができ
る。ＵＥが支援するスキームの場合（サブ実施形態１ｂ参照）、ＵＥの状態にかかわらず
（即ち、接続、アイドル、など）ＵＥはＴＡ滞在時間を連続的に追跡することができる。
例えば１次ＴＡ（単数または複数）に関するＵＥの現位置に応じて有益である場合、ＴＡ
リストを更新する場合またはＵＥがネットワークに所属する場合、１次ＴＡ（単数または
複数）はＵＥに送信するＴＡリストに含む。ＭＭＥは常に１次ＴＡ（単数または複数）を
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ＴＡリストに含まないであろう。これは、ＵＥが現在適度に１次ＴＡに近く（または１次
ＴＡ内に）位置する場合にのみ例えば１次ＴＡをＴＡリストに含むようにＴＡリストを割
り当てる場合または他のよい理由がある場合、例えば１次ＴＡはむしろ遠いが、隣接ＴＡ
リストをＵＥの現位置から（ＵＥの現位置を含む）１次ＴＡに割り当てるのが適当であれ
ば（例えばその経路に続く幹線があるので）、ＵＥの位置（例えば、ＴＡまたはセル）に
依存するであろう。さらにその上ＴＡリストに１次ＴＡを含む明らかな条件は、１次ＴＡ
がＴＡリストを割り当てるＭＭＥのＭＭＥプールに属すことである（これはまた複数１次
ＴＡを選択すれば、その場合サービス提供ＭＭＥのＭＭＥプールに属すこれらの複数１次
ＴＡのみがＴＡリストへの包含資格があることを意味する）。
加入者をページングする場合幾つかの実施形態で、サービス提供ＭＭＥは日時などのよう
な他の可能な条件を未定にして（加入者に関連する少なくとも１つの１次ＴＡがあれば）
１次ＴＡ（単数または複数）の加入者をまずページングし、ついで適当な時間内に応答が
なければ、ＴＡリストの残りのＴＡを（オプションとしてこの第２のページングに１次Ｔ
Ａ（単数または複数）を含み）ページングする。
【０１０８】
　以下で、サブ実施形態１ａを説明する。サブ実施形態１ａはネットワークベース１次Ｔ
Ａの特定／決定／選択手順を使用する、即ちネットワークはユーザ装置のための追跡エリ
ア使用に関する情報を収集し、次いでネットワークは１次ＴＡとして使用するであろう１
つ以上のＴＡ（もしあれば）を決定する。ページングに成功する（またはＵＥの発するサ
ービス要求の）ＴＡまたはＴＡにおける時間の追跡はネットワークにおいて、例えばＭＭ
ＥおよびＨＳＳにより行う。加入者がＭＭＥにおいて登録する場合、ＭＭＥは加入者の前
記統計（即ち、ページング応答またはＴＡ滞在時間の何れか）を収集する。統計は例えば
位置キャンセル承認（CANCEL LOCATION ACK）メッセージの延長としてＨＳＳに伝送する
。加入者がＭＭＥにおいて登録を解除する場合、ＭＭＥは加入者に関連する全ての収集統
計を削除するであろう。ＨＳＳは種々のＨＳＳから受信する統計を纏め、各加入者に関す
る全統計を維持することができるようにする。ＨＳＳはアルゴリズムを使用し、アルゴリ
ズムは纏めた統計に基づき、少なくとも１つのＴＡが選択条件を満たせば、１次ＴＡ（単
数または複数）として１つ以上のＴＡ（単数または複数）を選択する。加入者に関連する
１次ＴＡ（単数または複数）がある場合、ＨＳＳは加入者データ挿入要求（INSERT SUBSC
RIBER DATA REQUEST）メッセージに含む例えば加入者データの一部として１次ＴＡ（単数
または複数）のＴＡＩ（単数または複数）を加入者へのサービス提供ＭＭＥに伝送するで
あろう。ＨＳＳが種々のＭＭＥプールへのＴＡの割り当てを知っており、１次ＴＡ（単数
または複数）がサービス提供ＭＭＥのＭＭＥプールに属す場合にのみ、ＨＳＳは１次ＴＡ
（単数または複数）のＴＡＩ（単数または複数）のサービス提供ＭＭＥへの伝送を選択す
るであろう。これは加入者に関連する複数１次ＴＡのサブセットであることが分かるであ
ろう。ＭＭＥがＨＳＳから１次ＴＡのＴＡＩを受信し、そのＴＡがＭＭＥのＭＭＥプール
に属さなければ、ＭＭＥは１次ＴＡを使用しないであろう。
【０１０９】
　実施形態１による本方法の幾つかの実施形態で、Ｏ＆ＭノードはＭＭＥからの統計寄与
を収集し、纏めるタスクを取り扱う。そのような場合、（位置キャンセル承認メッセージ
でなく）Ｏ＆Ｍインタフェースを利用し、統計は通常のＯ＆Ｍ原理に従い例えばＭＭＥの
カウンタ値のポーリング／取得により収集することができる。Ｏ＆Ｍエンティティはまた
纏めた統計に１次ＴＡ選択アルゴリズム適用の役割を担い、任意の選択１次ＴＡ（単数ま
たは複数）のＴＡＩ（単数または複数）をＭＭＥに伝達する。あるいはＯ＆Ｍエンティテ
ィは選択ＴＡ（単数または複数）のＴＡＩ（単数または複数）をＨＳＳに伝達し、ＨＳＳ
に蓄積する加入者データに含み、加入者にサービスを提供するＭＭＥに転送する。
【０１１０】
　さらに以下でサブ実施形態１ｂを説明する。サブ実施形態１ｂで、ユーザ装置はユーザ
装置自体の追跡エリアに関する情報収集手順に寄与する。この実施形態は以降ＵＥ支援１
次追跡エリア特定を伴うサブ実施形態１ｂと呼ぶ。
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【０１１１】
　ページングに成功する追跡エリア（または追跡エリアのアイデンティティ）またはＴＡ
における時間の追跡（使用に関する情報収集）はＵＥにおいて行い、要求によりまたは既
に規定の信号（例えばＮＡＳメッセージのＴＡＵ要求（TAU REQUEST）または所属要求(AT
TACH REQUEST)）の延長としてネットワークに報告する。ＵＥは常にそれ自体の所在およ
び動作を知るので、ＵＥはページングの成功応答またはＴＡ滞在時間の何れかに関する総
体的統計を維持することができる。統計はＵＥの汎用加入者特定モジュール（ＵＳＩＭ、
Universal Subscriber Identity Module）に蓄積するであろうし、汎用加入者特定モジュ
ールでは時間を通して累積することができる。
【０１１２】
　ＵＥが新しいＭＭＥにおいて、例えばネットワークへの所属またはＴＡＵで登録する場
合、ＵＥは１次ＴＡ関係情報をＭＭＥに例えば所属要求メッセージおよびＴＡＵ要求メッ
セージの延長として伝送する。あるいは（追加して）、情報は要求に応じてＭＭＥから伝
送することができる。伝送情報の性質は１次ＴＡ選択アルゴリズムを置く場所に依存し、
置く場所に関してこのサブ実施形態では２つのオプションがあり、ＵＥまたはＭＭＥであ
る。
【０１１３】
　１次ＴＡ選択アルゴリズムをＵＥに置けば、その場合任意の選択ＴＡ（単数または複数
）のＴＡＩ（単数または複数）のＭＭＥへの伝送で十分であり、従ってＭＭＥはＵＥに割
り当てるＴＡリストにＴＡＩ（単数または複数）を含めることができる。１次ＴＡ選択ア
ルゴリズムをＭＭＥに位置させれば、その場合ＵＥはアルゴリズムの入力データ要求条件
を満足するに十分な統計データを伝送しなければならない。「最良の」統計を有するＴＡ
（単数または複数）にデータ（例えばページング応答確率または相対滞在時間）を例えば
伝送すれば十分であろう。ＵＥで１次ＴＡ選択アルゴリズムを動作させる利点はネットワ
ークに伝送するデータが少なくてよいことである。ＭＭＥで１次ＴＡ選択アルゴリズムを
動作させる利点はネットワーク（従ってネットワーク運用会社）が制御に当たり、好むア
ルゴリズムおよび閾値条件（単数または複数）を選択できることである。何れの場合にお
いてもＵＥが通信する（サービス提供ＭＭＥによりＵＥに割り当てるグローバルに固有の
一時的アイデンティティ（ＧＵＴＩ、Globally Unique Temporary Identity）のＭＭＥＧ
Ｉ（MME Group Identity、ＭＭＥグループアイデンティティ）により指示する）ＭＭＥプ
ールを知っていれば、その場合ＵＥは現ＭＭＥプールに属すＴＡに関する１次ＴＡ関係情
報（１次ＴＡ（単数または複数）の統計またはＴＡＩ（単数または複数））のみを伝送す
るであろう。
加入者がＭＭＥから登録を解除する場合、加入者に関連するあらゆる１次ＴＡ関係データ
を好ましくはＭＭＥにおいて削除することができる。このＵＥ支援手法により、１次ＴＡ
関係データを永久にネットワークに蓄積する必要はなく、ＵＳＩＭにおいてのみ蓄積すれ
ばよい。
【０１１４】
　次に、ユーザ装置の追跡エリアの使用に関する情報収集方法のさらなる実施形態を開示
する。
【０１１５】
　方法の実施形態で、１つ以上の追跡エリアまたは追跡エリアアイデンティティを含む１
次追跡エリアの選択は１日の内の時間または週の内の日のような時間に基づく。
【０１１６】
　例えば、統計（ユーザ装置の追跡エリア使用に関する情報）は１日の内の時間および週
の内の日に関するデータを含むことができ、従って１次ＴＡ選択アルゴリズムは１日の内
の時間または週の内の日に（および１年の内の月にさえ）応じて種々の１次ＴＡ（単数ま
たは複数）を選択することができる。１次ＴＡへのある時間または日の適用を選択するこ
ともできる、一方他の時間の間にはあらゆる１次ＴＡに全然適用しない。結果として、入
手する統計はより精細であり、１次ＴＡ（単数または複数）の使用は従ってより精細に調
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整することができる。
【０１１７】
　そのような時間依存アルゴリズムをネットワークのみの取り替え（実施形態１ａ）で使
用し、従ってＨＳＳまたはＯ＆Ｍエンティティに位置させれば、その場合１次ＴＡ（単数
または複数）が変化する（または選択されない）場合、時間追跡を続けるエンティティに
種々のオプションが存在する。ＨＳＳまたはＯ＆Ｍエンティティはこの役割を担い得る。
ＨＳＳの場合例えば変更加入者データによりサービス提供ＭＭＥを更新する通常の手段を
使用して、１次ＴＡ（単数または複数）がとにかく変化する都度、ＨＳＳはサービス提供
ＭＭＥを更新するであろう。Ｏ＆Ｍエンティティの場合、Ｏ＆ＭエンティティはＯ＆Ｍイ
ンタフェースを介してＭＭＥ更新の役割を担うであろう。
【０１１８】
　代替オプションは、１次ＴＡ（単数または複数）が変化する場合時間追跡の継続をＭＭ
Ｅに担わせることである。この場合、ＨＳＳまたはＯ＆ＭエンティティはＭＭＥに１次Ｔ
Ａ（単数または複数）のＴＡＩ（単数または複数）のみならず、ＴＡＩ（単数または複数
）を適用する場合の条件も伝送する。例えば選択アルゴリズムがオフイス時間に１つの１
次ＴＡを、非オフイス時間に別の１次ＴＡを選択すれば、その場合これら両１次ＴＡのＴ
ＡＩを、両１次ＴＡのＴＡＩが有効な場合それぞれの時間間隔を結合しＭＭＥに伝送する
。その場合、受信条件に従い１次ＴＡを切り替えるのはＭＭＥである。何れにしろＭＭＥ
はＴＡＩが有効になれば直ぐ見境なく新しいＴＡ（単数または複数）のＴＡＩ（単数また
は複数）をＵＥに伝送しないであろう。ＭＭＥは新しいＴＡリストをＵＥに伝送する次の
機会、例えば次のＴＡＵの間まで待機し、追加無線インタフェース信号を招来しないであ
ろう。
【０１１９】
　種々のエンティティ間の責任分担に関する上記の代替案および結果とする１次ＴＡ関係
情報伝送はＵＥ支援手法（実施形態１ｂ）にも適用する。この場合、加入者／ＵＥの全て
（ネットワーク全域）の統計を収集および維持並びに加入者／ＵＥの１次追跡エリア（単
数または複数）の選択双方によるか、または加入者／ＵＥの全て（ネットワーク全域）の
統計の収集および維持のみによるかの何れかにより、ＵＥは上記の手順（即ち、サブ実施
形態に１ａおよびその拡張）におけるＨＳＳまたはＯ＆Ｍの役割を有する。サブ実施形態
１ａ（およびその拡張）におけるＨＳＳまたはＯ＆Ｍエンティティの役割の相違はしかし
ながら無線インタフェースへのあらゆる追加信号を招来しないため、通常の信号が機会を
提供しない限り、ＵＥは１次ＴＡ変更関係情報を何らＭＭＥに伝送しない。
【０１２０】
　本方法の幾つかの実施形態（例えば、サブ実施形態１ａまたは１ｂの変形または拡張）
で、１次ＴＡをＭＭＥプール当たりに選択することができる。例えばそのＭＭＥプールの
ある加入者の１次ＴＡ（単数または複数）として各ＭＭＥプールにおける「最良」のＴＡ
（またはＴＡグループ）を選択するように、単一１次ＴＡ（または単一ＴＡグループ）の
みを選択するように考案する１次ＴＡ選択アルゴリズムは各ＭＭＥプールに対し個別に実
行することができる。しかしながら（例えば相対ＴＡ滞在時間の測定の場合、個々のＴＡ
の滞在時間を同じＭＭＥプールに属すＴＡの総滞在時間とのみ比較するように、計算は各
ＭＭＥプールに制限されるが）、各選択１次ＴＡ（または１次ＴＡグループ）はさらに選
択条件を満たさなければならない。
【０１２１】
　本方法の幾つかの実施形態（例えば、サブ実施形態１ａまたは１ｂの変形または拡張）
で、構成上単一セルのみを含む通常のＴＡが存在しなくても、単一セルは１次ＴＡの形成
が可能である。１次ＴＡ選択アルゴリズムによりセル当たりの統計もまた収集および考察
することができることを追加することにより、１次ＴＡ選択アルゴリズムおよび統計収集
を前記のように実行することができる。単一セルにおけるページングを可能にするために
、ページングのＳ１ＡＰ手順は修正しなければならないであろうし、従ってＭＭＥは単一
セルにＴＡおよび唯一でないＴＡにおけるＵＥのページングを指示することができる。
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【０１２２】
　さらにその上、ＭＭＥが入力統計を収集する場合にこの方法（即ちサブ実施形態１ａ）
を使用すれば、追跡エリア更新のようなＥＭＭ（EPS Mobility Management）手順になる
場合、ＵＥは正規ＴＡとして単一セルを取り扱わなくてはならないであろう。そしてＵＥ
がＴＡＵ要求メッセージにセルアイデンティティを含まなければ、その場合ｅノードＢは
ＴＡＵ要求をＭＭＥに伝達するＳ１ＡＰにセルアイデンティティを含めなければならない
。
【０１２３】
　１次追跡エリア（単数または複数）として使用する追跡エリア（単数または複数）選択
方法の幾つかの実施形態で、ＴＡの階層、例えば１次ＴＡ（単数または複数）、２次ＴＡ
（単数または複数）、３次ＴＡ（単数または複数）などを使用する。種々の選択条件を種
々の階層レベルに使用するであろう。サービス提供ＭＭＥはその場合（適すると思われる
場合）そのページング戦術において、例えばまず１次ＴＡ（単数または複数）、次いで（
必要であれば）２次ＴＡ（単数または複数）など、そして最後に（必要であれば）ＴＡリ
ストの残りのＴＡのＵＥのページングによりこの階層を利用することができよう。
【０１２４】
　ユーザ装置の追跡エリア使用に関する情報収集方法の幾つかの実施形態で、ユーザ装置
で維持する追跡エリアリスト（追跡エリアアイデンティティ）は構成上（サービス提供Ｍ
ＭＥにより割り当てるような）単一ＴＡのみを含む。このように、ユーザ装置の動きはよ
り密接に追う（または追跡する）ことができる。このように、ユーザ装置の追跡エリア使
用に関するより詳細な情報を入手することができる。
【０１２５】
　異なる表現では、１次ＴＡ選択アルゴリズムへの入力データを構成する統計を改善する
ために、ＭＭＥは一時的に常時加入者のＴＡリストの単一ＴＡのみの割り当てを選択する
ことができる。結果として、ＴＡ内外の動きはいずれもＴＡＵとしてＭＭＥには見ること
ができるであろうし、ＭＭＥは次いで適する１次ＴＡ候補の習得を改善または高速化する
。
【０１２６】
　この方法は、例えば新規加入者に対し一時的に使用し、加入者の１つ以上の１次ＴＡ（
単数または複数）を速やかに確立することができよう。別のオプションは、加入者が新し
い振舞いを示す場合本方法を一時的に使用することであり、例えば１次ＴＡが余りにも頻
繁にその目的の充足に失敗するか、または入力統計が１次ＴＡとしてのその品質の劣化を
示せば、加入者の新しい振舞いを発見することができる。さらなるオプションは一時的に
この方法を定期的に使用し、時々改善された入力データを取得し、１次ＴＡがなお１次Ｔ
Ａであるか、または新しいＴＡを代わりに選択すべきかの何れかを確認することでありえ
よう。
【０１２７】
　オプションとして、本方法はＭＭＥがより正確な入力データに関心を持つあるエリア（
ＰＬＭＮ（Public Land Mobile Network、公衆地上移動ネットワーク）の一部またはＭＭ
Ｅプールの適用範囲エリア）においてのみ使用することができよう。
本方法はＨＳＳまたはＯ＆Ｍノードから若しくはＭＭＥ自体により駆動できよう。
ＭＭＥが入力統計を収集する場合にのみ、本方法は有用であることに注意されたい。ＵＥ
が入力統計を収集する場合、ＵＥは常に動きの完全な全体像を持ち、従って単一ＴＡのみ
を持つＴＡリストの割り当てによっては、入力データの品質（または入力データを収集し
うる速度）は改善されないであろう。
【０１２８】
　２つのタイプの１次追跡エリアまたは１次追跡エリア特定情報を使用する実施形態２を
参照し、実施形態２のより詳細な説明を以下に提示する。
【０１２９】
　実施形態１はある加入者が単一１次ＴＡを選択する方法を提案する。オプションとして
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、幾つかの１次ＴＡを選択することができることも示唆するが、１次ＴＡは全て同じ選択
アルゴリズム（多かれ少なかれ、ある制限がある）を使用して選択するであろう。これは
複雑さのむしろ少ない魅力的解決策である。しかしながら、確かな利点は２つの異なるタ
イプの１次ＴＡの導入により達成することができ、２つの異なるタイプを異なる目的に使
用し（異なる状況において）、２つの異なるタイプを異なる選択アルゴリズムを使用して
選択するであろう。
【０１３０】
　この背景にある合理性は、１次ＴＡの２つの異なる目的（および対応する使用法）を特
定することができることである。１次ＴＡの概念に関する総体的目的はページングおよび
ＴＡＵに起因する総体的信号負荷（および従って干渉）を削減することであるが、これを
達成する２つの異なる方法がある。１つの方法はＴＡＵ数を削減することであり、他方は
各ページングに関係するＴＡ数を制限することである。
【０１３１】
　ＴＡＵ数を削減するように１次ＴＡを使用するために、関係する加入者が頻繁に入域す
るＴＡを特定し、例えばＵＥはＴＡに近いので、ＵＥがやがてＴＡに入域するであろうと
信じる理由がある場合、先見的にこのＴＡをＵＥ（即ち、関係する加入者が使用している
ＵＥ）のＴＡリストに加えるべきである。別の類似する手法はＵＥが頻繁に横断するＴＡ
の境界を特定し、この情報を使用して、ＵＥがこの境界を横断する場合のＴＡＵを回避す
ることである。境界越えにおけるＴＡＵを回避する方法は関係する両ＴＡ（即ち、互いに
頻繁に横断する境界を持つＴＡ）をＵＥのＴＡリストに先見的に加えるか、またはＵＥが
２つのＴＡの他方に位置することを確認する場合２つのＴＡの一方を先見的に加えること
でありえよう。
【０１３２】
　ページングに関係するＴＡ数を削減するように１次ＴＡを使用するためには、他の選択
基準が望ましい。これはページングを行う場合関係する加入者が頻繁に位置するＴＡの特
定により達成することができる。このＴＡをＵＥのＴＡリストに含む（そしてＵＥがＴＡ
リストの任意の他のＴＡにいることが知られていない）場合は何時でも、ＭＭＥは前記最
適ページングスキームを使用する、即ちＭＭＥは特定ＴＡ（即ち、ページングする場合Ｕ
Ｅが頻繁に位置するＴＡ）のＵＥをまずページングし、その後一定の時間内にＵＥから応
答を受信しない場合ＭＭＥはＴＡリストの残りのＴＡのＵＥをページングする。この最適
化ページングスキームを実装しなければ、代替手法は特定ＴＡにおける加入者の存在を確
認するまで待機し、次いでＵＥ（即ち、加入者が使用しているＵＥ）のＴＡリストを縮小
し、従ってＴＡリストは特定ＴＡ（または恐らく特定ＴＡおよび１つ以上の隣接ＴＡ）の
みを含む。
【０１３３】
　明らかに、２つの上記方法の１次ＴＡ選択基準（即ち、それぞれＴＡＵを回避し、ペー
ジング負荷を制限）は同じではない。同じＴＡ（単数または複数）は（適度によく）（実
施形態１の仮定である）両基準を満たすことができることが多いが、両方法に適するＴＡ
がないこともまたよくあることでもありうる。これらの状況においては、実施形態１は必
然的に次善の妥協になる（または１次ＴＡが全然選択基準を満たすことはない）であろう
。結論は、２つのタイプの１次ＴＡを導入することは有益でありえ、２つのタイプの１次
ＴＡを選択し、互いに独立に利用することになろう。
【０１３４】
　従って、この実施形態は２つのタイプの１次ＴＡを導入する。以上の考察に沿い、１次
ＴＡタイプの１方をＴＡＵの削減に使用し、一方他方をページング負荷の削減に使用する
。異なる選択アルゴリズムおよび異なる使用戦術を使用し、２つのタイプの１次ＴＡを選
択し、互いに独立に使用する。２つのタイプの１次ＴＡは独立に使用するので、両者は状
況に応じて一度に一方か、同時に使用するか、または全然使用しないことがありうる。さ
らにその上その互いに独立な選択は時に何れのタイプの１次ＴＡも選択しない、タイプの
１つの１次ＴＡのみを選択する、１つのＴＡを１次ＴＡタイプの１つとして選択し、別の
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ＴＡを他の１次ＴＡタイプとして選択するか、または同じＴＡを両タイプの１次ＴＡとし
て（共に独立の選択アルゴリズムにより）選択することにもなりうる。
【０１３５】
　本実施形態は実施形態１と同様に詳細に説明することができる。従って１次ＴＡタイプ
のそれぞれについて、メカニズムは単一か、または複数１次ＴＡを選択するようにする。
（同じタイプの）複数１次ＴＡを選択すれば、現状況において適当であれば、複数１次Ｔ
Ａは同時か（一度に全てまたは幾つか）、もしくは一度に１つ使用することができる。Ｍ
ＭＥプール当たりの各選択アルゴリズムの独立例の動作（即ち１つのＭＭＥプールに属す
ＴＡの中で選択する（各タイプの）１つの選択アルゴリズム例）は魅力的なオプションで
ある。
【０１３６】
　実施形態２は２つのサブ実施形態２ａおよび２ｂをさらに含む。サブ実施形態２ａで、
前記インテリジェントページング戦術（即ち、１次ＴＡ（または１次ＴＡのグループ）で
まずページングし、次いで必要であればページングエリアを増加）を実装し、使用すると
仮定する。サブ実施形態２ｂでは、そのようなインテリジェントページング論理は実装し
ないと仮定する。
【０１３７】
　２つの１次ＴＡタイプを使用するサブ実施形態２ａでは、ページング手順を改善するこ
とができる。ＴＡＵ数の削減に使用する１次ＴＡタイプはタイプ１１次ＴＡと表し、ペー
ジング負荷の削減に使用する１次ＴＡタイプはタイプ３１次ＴＡと表す。
【０１３８】
　上記の如く、タイプ１１次ＴＡの選択基準には（少なくとも）２つの手法がある。１つ
の手法（「タイプ１選択基準Ａ」）は、選択アルゴリズムは関係する加入者が頻繁に入域
する１つ以上のＴＡ（単数または複数）を特定する。他の手法（「タイプ１選択基準Ｂ」
）は、選択アルゴリズムは１つ以上のＴＡのペア（単数または複数）を特定し、その相互
境界は関係する加入者が頻繁に横断する。後者の選択基準により、タイプ１１次ＴＡは常
にペアで選択することになろう。以後タイプ１選択基準Ａにより選択するタイプ１１次Ｔ
Ａはタイプ１Ａ１次ＴＡと表し、一方タイプ１選択基準Ｂにより選択するタイプ１１次Ｔ
Ａ（のペア）はタイプ１Ｂ１次ＴＡ（のペア）と呼ぶ。
【０１３９】
　また上記の如く選択するタイプ１１次ＴＡの使用法に、種々の選択基準を結合する。加
入者がタイプ１Ａ１次ＴＡに間もなく入域しそうである場合、関連する加入者のＴＡリス
トへの先見的包含にタイプ１１次ＴＡを使用する。これは加入者がタイプ１Ａ１次ＴＡに
適度に近い場合でありうる。そのような先見的包含が有益であるためには、（関係する加
入者が使用している）ＵＥがＴＡＵを実行することなくその現在位置からタイプ１Ａ１次
ＴＡへ移動できるようにＴＡリストを編集しなければならない（即ち、ＴＡリストのＴＡ
は現ＵＥの位置から１次ＴＡへの連続的経路を形成すべきである）。
【０１４０】
　タイプ１Ｂ１次ＴＡのペアはタイプ１Ａ１次ＴＡと同じ方法でＴＡリストへの先見的包
含に使用できるが唯一の相違は、タイプ１Ｂ１次ＴＡはペアとして扱うことである（即ち
、ペアの両ＴＡは先見的にＴＡリストに含む）。加えて、タイプ１Ｂ１次ＴＡペアのＴＡ
の一方をＴＡリストに含めば（例えば、通常の（非１次ＴＡ）ＴＡリスト割り当てアルゴ
リズムの結果として、またはＵＥがＴＡで動作状態になったので）、その場合タイプ１Ｂ
１次ＴＡペアの他方のＴＡもまた先見的にＴＡリストに含むことができるように、タイプ
１Ｂ１次ＴＡを使用することができる。タイプ１Ａまたは１Ｂ１次ＴＡの、またはタイプ
１Ｂ１次ＴＡペアのＴＡリストへの先見的包含に対する追加基準はさらなる統計に基づく
ことができ、例えば１日の内の時間（および／または週の内の日）が適当であること、お
よび／または加入者がタイプ１Ａ１次ＴＡに位置するか、またはタイプ１Ａ１次ＴＡに関
して一定の方向に移動していることを含むことができる。そのような追加基準は近接基準
と共に使用することができる。
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【０１４１】
　タイプ１（１Ａおよび１Ｂ双方）１次ＴＡの選択アルゴリズムに適切な入力データを供
給するために、統計は加入者の動きを追跡するために収集すべきである。ＭＭＥが入力デ
ータを収集すれば、これは所属要求、ＴＡＵ、ＵＥが発生するサービス要求およびハンド
オーバのような前記事象の間の加入者の位置の記録を含む（ハンドオーバ中の目的ｅノー
ドＢからの経路切り替え要求へのＴＡＩの包含はハンドオーバを通じてＭＭＥのＵＥの動
き追跡能力を改善するであろう。ＭＭＥにとりさらに正確な位置情報は全ての移動性関係
Ｓ１ＡＰ信号方式にセルアイデンティティ（高度化セルグローバルアイデンティティ（Ｅ
－ＣＧＩ、Enhanced Cell Global Identity））を含む３ＧＰＰにおける最近の合意の結
果でありえよう。ＵＥのＴＡリストに含まないＴＡへのハンドオーバ直後直ちにＵＥが常
に実行するＴＡＵは、また入力データを提供することにも注意されたい）。ＵＥが入力デ
ータを収集すれば、加入者の／ＵＥの動きは滞在時間および境界越えによりより正確に記
録することができる（ＴＡレベルにおいてまたは所望の場合セルレベルにおいてさえ）。
【０１４２】
　タイプ３１次ＴＡの選択アルゴリズムに適切な入力データを供給するために、ページン
グ中の加入者の位置に関する統計を収集すべきである（即ち、加入者をＴＡにおいてペー
ジングする各ＴＡの確率の測定を目的とする）。失敗した（応答の無い）ページング（Ｍ
ＭＥまたはＵＥが統計を収集するかに関係なく）の場合加入者の位置は未知であるので、
最良の利用可能な測定値は応答のあるページングの加入者の位置である。従って、ページ
ング応答数およびその関連する位置はＭＭＥまたはＵＥの何れかにおいて収集するよい入
力データを表す（ＴＡにおける加入者の累積相対滞在時間（即ち、全滞在時間に関するＴ
Ａにおける累積滞在時間）は加入者をＴＡにおいてページングする適度によい間接的確率
測定値であることが多いであろうが、時に滞在時間とページング確率間の相関は悪いこと
があり、従ってページング応答に直接頼るのはより直接的測定値であり、これは大部分の
場合より正確な入力データを提供するはずであることを意味する）。
【０１４３】
　タイプ１およびタイプ３１次ＴＡを互いに独立に選択するのは同じＴＡをタイプ１およ
びタイプ３１次ＴＡ双方として正しく選択することができることを意味することに注意す
べきである。
【０１４４】
　次にサブ実施形態２ｂについては、２つの１次ＴＡタイプを使用し、ページング手順は
改善されない。
【０１４５】
　このサブ実施形態では、ＴＡＵ数削減に使用する１次ＴＡタイプを選択し、サブ実施形
態２ａにおけるのと同じ方法で使用し、従って同じ１次ＴＡタイプ、タイプ１１次ＴＡ（
またはより正確にはタイプ１Ａおよび１Ｂ１次ＴＡ）を「再使用する」ことができる。こ
のサブ実施形態においてページング負荷削減に使用する１次ＴＡタイプはしかしながらサ
ブ実施形態２ａのものとは異なり、それ故タイプ２１次ＴＡと表す。
【０１４６】
　このサブ実施形態はページング負荷削減への１次ＴＡタイプの使用法におけるサブ実施
形態２ａと相違する。インテリジェントページング戦術を使用しないので（即ち、ＵＥを
そのＴＡリストの全てのＴＡで常にページングする）、ページング負荷はページングエリ
ア全ての縮小により削減する。適切である場合、およびこの目的に選択する１次ＴＡを利
用することができる場合、これは加入者のＴＡリストの縮小により達成する。従って加入
者がそのタイプ２１次ＴＡ（単数または複数）（またはそのうちの１つの）に位置するこ
とを（例えば、所属、ＴＡＵ、ページング応答またはＵＥの発生するサービス要求により
）確認すると、加入者のＴＡリストの多くのまたは全ての他のＴＡを除去することができ
る。タイプ２１次ＴＡを使用する別のより問題のある方法は、たとえ加入者がタイプ２１
次ＴＡに位置しなく（または少なくとも位置することを確認しなく）とも、タイプ２１次
ＴＡをＴＡリストに（例えば、通常のＴＡリスト割り当てアルゴリズムにより）含むと直
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に隣接するＴＡにおいてＴＡＵを実行し、通常のＴＡリスト割り当てアルゴリズがタイプ
２１次ＴＡを含む新しいＴＡリストを構築すれば、次いで特別のタイプ２１次ＴＡ割り当
てアルゴリズムが始動し、ＵＥが現に位置するＴＡ、タイプ２１次ＴＡおよび恐らく幾つ
かの他のＴＡ（単数または複数）を除く全てのＴＡをＴＡリストから（即ち、通常のＴＡ
リスト割り当てアルゴリズムにより作成するＴＡリストから）除去することができる。ペ
ージング負荷削減のための１次ＴＡタイプをこのサブ実施形態では実施形態２ａの場合と
異なるように使用する（即ち、タイプ２１次ＴＡはタイプ３１次ＴＡとは異なるように使
用する）ことは、またその選択基準（および従ってその選択アルゴリズム）がサブ実施形
態２ａとは異ならなければならないことを意味する。加入者がタイプ２１次ＴＡを去る前
に加入者をページングすることが期待できる場合にのみ、加入者がタイプ２１次ＴＡに位
置する場合にＴＡリストから他のＴＡを除去するのは有益な戦術であり、これは（統計的
に）加入者が最終的にタイプ２１次ＴＡを去る場合に結果として（ほとんど）必然的に起
こるであろうＴＡＵの負荷を上回るページング負荷の節約を生むに十分な回数生じる場合
にのみ有益な戦術である。従ってタイプ２１次ＴＡのよい候補は、「中断することなく滞
在する」間（即ち、加入者が継続してＴＡに留まる期間の間）にＵＥをページングするこ
とが多いＴＡである。従ってページング応答および位置に関する統計（並びに滞在時間に
関する統計）はタイプ２１次ＴＡの選択アルゴリズムへの入力データとして十分ではない
。中断なき滞在期間の間の（ＴＡ当たりの）ページング数（または確率）に関する統計を
導出できるように、加入者の動きの追跡により（タイプ１１次ＴＡの選択のための収集入
力データに関して説明したように）この統計を補完しなければならない。
【０１４７】
　サブ実施形態２ａと同様に、タイプ１およびタイプ２１次ＴＡは互いに独立に選択する
ことに注意すべきであり、これは同じＴＡをタイプ１およびタイプ２１次ＴＡ双方として
正しく選択できることを意味する。
【０１４８】
　実施形態１と同様に、実施形態２は単一タイプ１またはタイプ２１次ＴＡ（またはタイ
プ１Ｂ１次ＴＡの単一ペア）の選択に制限されない。各タイプの複数１次ＴＡ（またはタ
イプ１Ｂ１次ＴＡの複数ペア）の選択も可能であり、各タイプの複数１次ＴＡは並列に（
即ち、同時に）か、または位置若しくは１日の内の時間または現ＭＭＥプールに基づき使
用することができる。さらにその上、実施形態１について説明した全ての拡張は実施形態
２に適用可能でありうる。
【０１４９】
　本発明を本発明の特定の例示的実施形態を参照して説明したが、多くの種々の変更、修
正および同類が当業者に明らかになるであろう。説明した実施形態はそれ故本発明の範囲
の制限を意図するものではなく、本発明の範囲は添付する特許請求の範囲により規定する
。
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